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令和４年３月予算審査特別委員会 

 

令和４年３月１１日（金曜日） 

 

 

◎ 出欠席委員氏名 

 

     佐  藤  修  二  委員長       丹  野  貞  子  副委員長 

 

出 席 委 員（１２名） 

 １番 岡 田 桂 司 委員  ２番 齋 藤   隆 委員  ３番 槙   正 義 委員 

 ４番 佐 藤 修 二 委員  ５番 吉 田 芳 美 委員  ６番 東海林 信 弘 委員 

 ７番 阿 部 恭 平 委員  ８番 松 田 收 作 委員  ９番 丹 野 貞 子 委員 

１０番 木 村 章 一 委員 １１番 石 垣 光 洋 委員 １２番 細 矢 誓 子 委員 

 

欠 席 委 員（０名） 

 

 

◎ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 真 木 邦 弘 事 務 局 長 齋 藤   淳 議 事 係 長 

 嶋 田   愛 総 括 主 任 

 

 

◎ 説明のため議場に出席した者の職氏名 

 森 谷 俊 雄 町 長  河 内 耕 治 副 町 長 

 真 木  雄 監 査 委 員  後 藤   浩 
防災・危機管理監兼 

総 務 課 長 

 真 木 秀 章 総 務 課 主 幹  牧 野 隆 博 
政 策 推 進 監 兼 
企 画 財 政 課 長 

 宇 野   勝 まちづくり推進課長  矢 作   勲 税 務 町 民 課 長 

 堀 米 清 也 健 康 福 祉 課 長  増 川   仁 
農林振興課長併 
農業委員会事務局長 

 佐 藤 晃 一 商 工 観 光 課 長  須 藤 俊 一 都 市 整 備 課 長 

 今 部 憲 治 上 下 水 道 課 長  岸   康 彦 
会 計 管 理 者 兼 
会 計 課 長 

 鈴 木 淳 子 学 校 教 育 課 長  秋 場 弘 昭 生 涯 学 習 課 長 
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 庄 司 祐 一 総務課長補佐兼総務係長  日 塔 俊 浩 企画財政課長補佐 
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◎ 委 員 会 日 程 

 

令和４年３月１１日（金） 午前９時開議 

 

 委員会日程第２号 

   日程第１   付託案件の審査、採決 

     議第１１号  令和４年度河北町一般会計予算について 

延  会  

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       委員会日程第２号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時 

○佐藤委員長 おはようございます。 

   本日の欠席通告委員はありません。 

   ただいまの出席委員数は12名であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の

会議を開きます。 

   本日は、平成23年３月11日に発生しました

東日本大震災から11年目を迎えております。

午後２時46分から、１分間黙禱をささげたい

と思いますので、ご協力よろしくお願いしま

す。 

   本日の委員会日程は、お手元に配付のとお

りであります。 

○佐藤委員長 日程第１、付託案件の審査、採決

を行います。 

   議第11号令和４年度河北町一般会計予算に

ついて質疑を続けます。 

   委員長から申し上げます。質疑の際は、最

初にページ、款項目節を示し、質疑の内容を

簡潔明瞭にお願いします。また、答弁する側

も簡潔明瞭に答弁をお願いします。 

   令和４年度河北町一般会計予算の歳出の１

款議会費から４款衛生費までの質疑を行いま

す。 

   それでは「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 ３点質問させていただきます。 

   まず１点目ですけれども、41ページ、２款

１項４目やまがたＡＩ部運営コンソーシアム

負担金、この負担金の内容ですね、どういっ

た中身なのか教えていただきたいと思います。 

   それから２点目ですけれども、61ページ、

３款１項１目低所得世帯の冬の生活応援事業

扶助費ということで、これまでは福祉灯油と

いったものが、事業が変わってこういった呼

び名になっているわけですけれども、これま

での灯油券から現金に変わったということで、

何回か質疑してきてですね、やっとやったの

かなということですが、今回、現金支給に至

った理由は何なのか、お聞かせいただきたい

と思います。 

   それから３点目、77ページ、４款１項３目

路線バス事業費の中のＧＴＦＳ-ＪＰデータ

更新作業負担金、ちょっと聞きなれない言葉

で、具体的にどういった中身なのか教えてい

ただきたい。以上３点お願いします。 

○佐藤委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 おはようござ

います。 

   41ページのやまがたＡＩ部運営コンソーシ

アム負担金についてでありますけれども、や
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まがたＡＩ部というのは、株式会社ＩＢＵＫ

Ｉの松本さんが会長を務めている団体であり

まして、簡単に言いますと、高校生がＡＩを

学ぶ機会を提供する。高校生の部活をＡＩで

やっているというか、ＡＩを部活でやってい

るというような内容になっております。 

   それについて事業を行うに当たりまして、

県内の企業、今だと多分五、六十社が入って

いるかと思いますけれども、と県内の大学と

県内のまだ一部の自治体でありますが、負担

金を出して高校生にＡＩを学ぶ機会を与えま

して、それをもって国内のＡＩについての山

形県がトップランナーになれるようにという

のとか、新しい企業を創出するというような

目的で行っているものであります。 

   行政関係、自治体で出しているところ、負

担金を支出しているところは山形県とか山形

市、酒田市、鶴岡、東根、酒田あたりになっ

ておりますけれども、町村では河北町が今年

度多分初めてかと思います。 

   将来の高校生のためのといいますか、将来

の山形県のための事業ということもあります

ので、このたび負担金を支出することにした

というものであります。 

○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 61ページの低所得世帯の冬

の生活応援事業扶助費でございますが、これ

につきましては、今年度まで実施しておりま

す福祉灯油購入の補助事業ということでやっ

ているものに、ちょっと名称を変えさせてい

ただいたところでございますが、いわゆる低

所得者世帯ということで、いわゆる非課税世

帯の方に対する冬の暖房等の費用を助成する

ものでございます。 

   これまでは灯油券ということで、灯油を使

う者に対する補助ということになっていたの

かなと思っておりますが、現在の暖房等を見

てみますと、電気あるいはエアコン、それか

らガス等、いろいろとそういった暖房器具が

あるということで、そういったいろいろなも

のに対応させるために現金での支給というよ

うに変えさせていただいているところでござ

います。 

   これにつきましては県の補助事業にもなっ

ているところでございまして、県の要綱に照

らし合わせても実施できるというように考え

ておりますので、灯油券の助成から現金の助

成というふうに変更させていただくものでご

ざいます。 

○佐藤委員長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 ＧＴＦＳ-ＪＰデー

タ更新作業負担金でございます。 

   こちらにつきましては、昨年度県で公共交

通に関して一括してオープンデータ化をでき

るデータベースをつくり上げたところでござ

います。この変更に伴う更新作業の負担金と

いうふうになってございます。 

   負担金のスキームとしましては、山形連携

中枢都市圏がございますので、こちらで山形

市のほうで一括して更新作業を行うというこ

とで、実際は山形市に負担金として支払うと

いう内容になっています。 

   このデータの活用ですけれども、身近なと

ころで言いますと、例えばスマートフォンの

アプリを利用して行き先を特定したいという

とき、バスや電車の乗り継ぎなどがあって行

けるというふうになっていますけれども、こ

ちらに町営バスなども組み込まれて、例えば

具体的にひなの湯に行きたいとなった場合は、

町の路線バスの情報もそこに出てきて、そこ

に行けると、こういったもののオープンデー

タ化をしたものの更新でございます。 

○佐藤委員長 「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 まず１点目でありますけれども、そ

うしますと、高校生がＡＩを学ぶということ

が目的ということでありますが、そうします
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と、地元の谷地高などはですね、具体的にこ

ういった事業活用してやっているような状況

がないのか、またこれからなのかですね、そ

ういった活用状況をまず教えていただきたい。 

   あと２点目ですけれども、県の要綱に照ら

してということでしたけれども、県の要綱は

最初から金品という表現をしていますので、

灯油券だけでなくて、お金も現金支給も可能

であったと解釈できるわけです。やっとここ

に来て現金支給になったということは、後れ

ばせながら評価したいとは思いますが、ぜひ

そういった県の要綱なんかもしっかり読み取

っていただいて、町民に役に立つような、そ

ういった支給をやっていただきたいなという

ふうに思います。 

   ところで、一般質問でも取り上げましたけ

れども、やはり低所得世帯と言いますけれど

も、やはり生活保護世帯も、かなり今厳しい

状況です。年々、扶助費が切り下げられてい

て、冬季の加算手当もあるんですが、結局帰

趨減らしたけれども、全体的に金額的には落

ちているし、やはり低所得という意味でも、

県内でもですね、今生活保護世帯に対してこ

ういった灯油の暖房器具に対しての補助をや

っている自治体も増えてきています。今、恐

らく近隣ですと朝日町などもやっているよう

です。 

   そういった点もぜひ研究していただいて、

次のときには、こういった生活保護世帯に対

しても支給があるように検討していただきた

いというふうに思います。 

   それから３点目ですけれども、そうすると、

路線バスなどに活用できるということですけ

れども、具体的に今、河北町として活用でき

るような状況にあるのかどうかお聞かせくだ

さい。 

○佐藤委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 今のところ、

谷地高は残念ながらまだＡＩとかありません。 

   県内でも一部のまだ高校だけで、村山地域

で言いますと、山形の東校と西高、南高、あ

とは東桜学館、４つですね、村山地域ではそ

うなっています。 

   このたび負担金を拠出する予定にしていま

すので、谷地高にもぜひということでお願い

はしているところであります。 

○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 低所得世帯の冬の生活応援

事業でございますけれども、県の補助事業上

は生活保護世帯は対象外というふうになって

いるところでございます。 

   これにつきましては、生活保護世帯につい

ては冬季加算というのがございまして、これ

が加算されている状況にあるということの中

での、そういった県の対応だというふうに思

っております。 

   他の自治体でやっているところもあるとい

うことでございますけれども、いろいろと研

究はさせていただきたいというふうに思って

おります。 

○佐藤委員長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 利用者の方には大変

オープンデータ化されたわけで、いろいろな

自分の行きたいところに、こういった公共交

通の情報が提供できているということは、非

常に大きなメリットだと思います。 

   町としてということで、現段階で数字的な

ものというのは、まだ動いたばかりですので

特段これを使って活用というのは、今のとこ

ろはまだないというのが正直なところでござ

います。 

○佐藤委員長 「２番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 １点目ですけれども、ぜひ地元の谷

地高でＡＩ部ができて、しっかりこういった

事業活用ができるように、これからも働きか
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けていただきたいと思います。 

   それから２点目ですけれども、そうします

と、事業名も変わって形態も変わるので、今

まで河北町福祉灯油購入助成交付規定という

のがありましたけれども、これが変わってく

るかと思うんですね。その法規定、変更とい

うか、いつの時点で変更になるのか教えてい

ただきたい。 

   それから３点目ですけれども、ぜひこうい

った負担金だけでなく、しっかりとこれから

の路線バスあるいはデマンドタクシー、新た

な形態のタクシーなんかも出ているようなの

で、しっかりと、高齢者も今スマホを使うよ

うになっていますので、そういった形で町民

の利便性にとって役立つような事業として活

用していただきたいというふうに申し上げま

す。 

○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 要綱につきましては全面的

に改正させていただくということになります

けれども、まだ県のほうの予算とか、そうい

ったこともございますので、冬場になります

ので、その前にはきちんと要綱を設定させて

いただきたいとは思っております。 

○齋藤委員 ぜひ要綱でなくて、補助金規定です

ね、これはね、要綱ではなく。冬の応援何た

らというのはね、ぜひ委員会のほうに示して

いただくようにお願いします。以上です。 

○佐藤委員長 以上で２番齋藤隆委員の質疑を終

わります。 

   次に、「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 ５番、それでは予算質疑いたします。 

   私のほうからは６点お伺いしたいと思いま

す。 

   まず45ページ、２款１項13目まちづくり推

進のほうの内容になります。 

   まず１点目は、関係人口創出事業、アンテ

ナショップにおける関係人口の創出で574万

1,000円とあります。非常に金額も多いので、

どういうふうな事業内容なのか、あともう１

点目標値、どのように結びつけていらっしゃ

るのか、それをお尋ねいたします。 

   あと同じく45ページ、２の１の13、まちづ

くり推進で移住定住推進事業、女性の移住定

住に向けたイベントなどの実施ということで

467万円、これ何をするのか、これをお聞き

します。 

   あと同じく地元回帰促進住宅開発事業、旧

町民プール跡地を利用したというふうな内容

で272万円、この事業内容についてお伺いし

たいと思います。 

   そしてタイトルで地元回帰というふうにあ

りますので、その地元回帰の幅をどのように

想定しているか、お伺いしたいと思います。 

   あと47ページ、２款１項13目若者・女性・

町民総活躍推進事業208万8,000円。企業向け

セミナー開催、これちょっと初めてですので、

あと町長とまちづくりを語る会の実施費、

200万かけて何をするのと、これもお聞きい

たします。 

   あと73ページ、４の１の３、河北町路線バ

ス運行事業、タクシー利用の助成委託183万

円。 

   ９月から11月まで試行しますというふうな

内容で、非常にいい施策かなというふうに思

っていますが、11月以降は前に戻すのかと。 

   あともう一つは、500円で使えるというふ

うな内容になりますので、往復を利用したい

ときに、もっと柔軟な時間関係にならないか

と。 

   あと、どの程度のタクシー台数を利用して、

この事業に試行するのか、その辺のところを

お聞きしたいと思います。 

   あと77ページ、４の１の３、河北町路線バ

ス車両購入費補助509万円。経年劣化が著し

いので、補助をして一応新しいものを１台用
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意するというふうになっていますが、これま

で考え方としては、バス事業約2,000万円近

くを委託会社のほうにお願いして、そこには

全ての経費が含まれているというふうなお話

を伺っておりました。 

   今回、500万円の補助事業で１台更新の補

助に充てるというふうな内容になりますが、

運行として今３台動いているというふうなこ

とを考えたときに、あとの２台もそういうふ

うな考えがあるのかどうか、そういったとこ

ろをお聞きしたいと思います。以上です。 

○佐藤委員長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 関係人口創出事業内

容でございますけれども、このうちの500万

円が委託事業となります。これまで地域商社

のほうに牽引事業の委託というふうにしてい

たものを、かほくらしのアンテナショップ関

係人口関係につきまして、来年度からこちら

のほうに新たな名称としてするものでござい

ます。 

   財源につきましては地方創生推進交付金を

活用させていただく。補助経費は２分の１と

なります。ほとんどがこちらになります。 

   数値目標というところでございますけれど

も、こちらのほうは関係人口の創出というこ

とで、総合戦略のほうでも目標値としてさせ

ていただいております。 

   本町で関係人口の定義としまして、ふるさ

と納税された方、いきいき関東河北会の会員、

あとかほくらしのファンコミュニティーとい

うところでございます。 

   特にファンコミュニティーの推移でござい

ますけれども、令和元年度、総合戦略を策定

するときの基準値となりましたのが2,400人

ほどおりました。全体では４万1,000人とい

う数でしたけれども、そのうちファンコミュ

ニティーは2,400人でございましたけれども、

令和２年度に2,600人、今年度、令和３年度

につきましては、事業の継続もありまして

3,000人で、まだ決算出ておりませんけれど

も3,000人台までファンコミュニティーが伸

びているというところで、具体的な効果が表

れているのではというふうに考えてございま

す。 

   あと、移住定住でございますけれども、特

に予算の説明の中で、467万8,000円全てがこ

れは女性の移住定住ではなくて、これまでの

移住定住の事業に加えて、特に女性に特化し

た移住定住に向けたイベントを実施してみた

いということであります。 

   こちらもアンテナショップかほくらしを活

用しまして、そこでイタリア野菜の料理教室

を実施するなどして、女性に特化した事業と

いうのを一つ展開してみたいというような内

容でございます。 

   あと地元回帰、来年度の事業の内容でござ

いますけれども、来年度は土地の基本調査と

いうところをやっていきたいというふうに考

えてございます。 

   基本調査というのは、賃貸住宅あるいは分

譲住宅を整備したいというふうに考えている

わけですけれども、具体的なそれら賃貸住宅

の方法、あるいは分譲地をどう割るか、そう

いったところの基本的なところですね、こう

いったところを委託して基本設計をしていき

たいというふうに考えております。 

   さらに、それが決まり次第、事業の手法を

ですね、やり方、どういうふうにやっていっ

たらいいのか。賃貸をするには、あとは分譲

するにはといった具体的な手法を来年度は検

討してまいりたいというふうに考えていると

ころでございます。 

   あと地元回帰の幅というところでございま

すが、これも来年度中に検討する内容ですけ

れども、当然、町外からの受入れに加えまし

て、一つ検討しなければ、町内今近隣の市の



 

- 192 - 

ほうに出ていかれようとしているのを引き止

めるというところも一つ考える必要があるの

かなというふうに思っております。 

   続きまして２款１項13目若者・女性のほう

ですけれども、企業向けセミナーということ

でございます。 

   これまで、本庁のほうではイクボス宣言を

させていただき、庁舎内でもイクボスの行動

宣言などをしながら役場の中でイクボスを推

進してきたわけですけれども、もう一つ、町

の中の企業にも、このイクボスの考え、効果

というものを広げていきたいというふうに考

えております。 

   この辺で町の企業のトップの方といいます

か、そちらの方に向けたセミナーを開催して

いきたいというような考えでございます。 

   あと73ページ、路線バスのタクシー利用に

ついてでございます。 

   11月以降でありますけれども、タクシーの

試行につきましては９、10、11と３か月間試

行させていただいて、その後12月からは、ま

た普通の路線バスに戻していくという形にな

ります。 

   この３か月間の利用につきましては、往復

利用の利便性というところもお話ありました

けれども、あくまでも自宅から目的地、目的

地から自宅というような考えで試行をさせて

いただきたいというふうに考えてございます。 

   あとタクシーの台数ですけれども、想定、

あまりたくさん、何台というところは今のと

ころ考えておりませんでした。注文があれば

という、後は受託業者さんの範囲というのも

あるかと思います。 

   そういったところで、少し利用者の方にお

待ちいただくというような場面も出てくるの

かもしれないなどが想定されますけれども、

タクシーの台数というのは、想定今のところ

はしていないものであります。 

   続きまして、77ページですか、４款１項３

目車両バス購入ということでございます。 

   要望もいただきながら、バスの具合も古く

なってきたというところで、まずは一番古い

バスについて１台補助という形で更新をさせ

ていただければというふうな考えでございま

す。 

   今３台体制ですけれども、２台目、３台目

につきましても、今後、例えば今10人乗りの

町の路線バスで走っているバスについては、

まだ通常の燃料でありますので、今後さらに

電気とか、そういったものがあれば、そうい

ったものにしていきたいというような考えも

持ちつつ、車両が古いということは十分認識

させていただいているというところでござい

ます。 

   以上でございます。 

○佐藤委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。 

   まず何点かちょっと確認させていただきま

すが、関係人口創出のほうでは非常に私的に

心配するのは、人件費で結構消えていて、な

かなか実りがあるような、町に関係人口とし

てカウントできないような形で消えているん

じゃないかなというふうな内容が、非常に懸

念しております。 

   こういうふうなコロナの時期ですので、日

本全国どこでも移動関係がある程度ブレーキ

を踏まれているというふうな内容は一応承知

しておりますが、やはり町でいろいろ介在す

る事業になりますので、できる限り何もなか

ったというふうな内容じゃなくて、上半期こ

のぐらい、あとは非常に気候的にいいときに

は、こういうふうな内容が大きく実りあった

と、そういうふうなことになるように、ぜひ

使っていただきたいなというふうに思ってい

ます。 

   あと、女性の移住定住に向けてのイベント
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というふうな内容で今もお聞きいたしますが、

数年前も航空便、大阪のほうから関西関係の、

山形県のほうにおいでいただいたと、東根の

ほうにも一緒に来ていただいたというような

イベントがありましたが、あれも相当数の金

額が費やされました。 

   でも、来る人はただで来れますので、そし

てお泊まりもいただいて、そしておいしい料

理もいただいて、それで帰って終わりなんで

すよね。結果的になかなか実ってない。 

   その中で、やはり１人でも２人でも、その

中から河北町に住んでいただけるというふう

な企画に結びついていかないと、金が湯水の

ごとく、やはり消えてしまうというふうなこ

となんかもありますので、幾ら国からの交付

金だと言ったにしても、この交付金が、いず

れ我々にやはり跳ね返ってくるというような

内容になりますので、しっかりとこの辺のと

ころは数値目標を立てて、そして、ただ漠然

と集めるというふうな内容じゃなくて、やは

りいろいろな河北町出身者のひもつきみたい

な形で、しっかりとやっていただけるように

お願いしたいと思います。 

   あと、タクシー助成のやつは非常に買物な

んかについても使っていただけるような方は

いらっしゃるのかなというふうに思いますが、

例えばヤマザワさんにしてもヨークさんにし

ても、お年寄りが行ったときに、行ったとき

にはいいんですが、帰り今度、30分終わりま

した、１時間終わりましたとなったときに、

どこで待っているというふうな内容なんかも、

非常に不安視されるのかなというふうに思い

ます。 

   ですから、できるだけお店の協力なしには

できませんが、タクシースポット、これがあ

る程度目印的に、河北町は福祉の町で、こう

いうふうなスポットを用意して、お客さんの

利便性にお店も協力しますし、町も500円で

協力しますよというふうな形で継続になるよ

うにお願いしたいなというふうに思います。 

   そして、３か月間の試行で、また前に戻す

というふうになりますが、来年度、今度１年

間を通してそういうことをするというふうに

なったときに、えらいやはりお金がかかると。

だから、ただ単に３か月だけで終わる事業に

なるのかどうかは、やってみないと分からな

いわけなんですが、非常に町の路線バス事業、

そして、個人個人のタクシー助成というふう

な内容をトータル的にしっかりと、今回の試

行でチェックをお願いしたいなというふうに

思います。 

   あと、最後の購入バス補助のやつ、これも

ね、私もなかなか考えたんですよ。委託だけ

をしているのか、それともバスの権利はどこ

が持つのかと。この町にとって、どういうふ

うな形が一番いいのかと。 

   やはりお金を出してしっかり管理するとい

うふうな内容で、金を出すんだったらそのバ

スの管理というやつはしっかりやったほうが

いいけれども、２台目も３台目ももう既に50

万キロ超えているんですよ。来年も要望が来

たら出すんですか。その次も来たんだったら

出すんですか。毎日走っているわけですから、

もう何万キロと１か月経過するというふうな

格好になりますので、その辺のところもきち

んと捉えてやっていただければなというふう

に思います。 

   ちょっと予算のほうから外れてしまって申

し訳ないんですが、一応意見として申し上げ

たいと思います。 

   以上です。 

○佐藤委員長 質疑はいいですか。 

   以上で５番吉田芳美委員の質疑を終わりま

す。 

   次に、「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 私から質疑２点ほどさせていただ
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きます。 

   １点目が、41ページの２款１項３目会計管

理費の中の庁用器具費ということで、議案調

査の資料を私たちいただいたんですが、対面

式のセミセルフレジということで記載があり

ました。その詳細を教えていただきたいと思

います。 

   もう１点目が、75ページの４款１項３目環

境衛生費の河北町地方バス路線維持費補助金

1,182万7,000円ということで、これは一般会

計の補正予算の中でも質疑させていただいた

中身と同等なんですが、補正予算後に880万

ぐらいに補助金なったわけですが、４年度当

初から1,182万という、額がかなり増えてい

ます。この中身について教えていただきたい

と思います。 

   以上２点、よろしくお願いします。 

○佐藤委員長 「岸会計管理者兼会計課長」 

○岸会計管理者兼会計課長 41ページ、２款１項

３目会計管理費の庁用器具費の購入、おっし

ゃるとおりセミセルフレジの購入になります。 

   まず、対面式というレジで、イメージ的に

はコンビニエンスストアでご利用されている

かと思うんですけれども、お客様側と店員、

いわゆる我々は職員ですので、お客様と職員、

お互い画面が見えるようなシステムです。 

   タッチ式のパネルを想定しておりまして、

お客様が入金をして、お釣りがあればお釣り、

それがお互い職員側にも見えるような、確認

ができるようなシステムになっております。 

   導入の目的でありますけれども、今現在、

全て現金については手作業で処理していると

ころであります。そういった、現金を取り扱

わないことが第一の目的、職員側が取り扱わ

ないというのが第一の目的であります。 

   あと、今現在コロナ禍でありますので、そ

ういったお客様のやり取りを幾らかでも避け

るといいますか、非接触になるようにという

ことで購入しようというふうに考えていると

ころであります。以上です。 

○佐藤委員長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 75ページ、４款１項

３目の地方バス路線の補助金でございます。 

   こちらのほうが、毎年10月１日から９月30

日までの経費に対します赤字補塡といいます

か、そういったものになります。 

   １つが、２路線入っているわけですけれど

も、寒河江谷地線について、本年の１月４日

から河北病院まで距離を伸ばさせていただい

ております。 

   したがいまして、これで河北町の距離割合

というのが増えてまいりますというのが１点

と、あとは燃料費の高騰、こちらも大きく影

響されての試算をして、こういった金額にな

っているというところでございます。 

○佐藤委員長 「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 まず、バス路線の補助金について

は、会計補正予算でもお聞きしましたので大

体分かりましたが、ただ参考までに、比較デ

ータはならないんですが、令和２年度に当初

予算で440万補助金だったということで、た

だ額面だけ追っていけば、かなり補助金とし

ては多いかなということで感じています。 

   ただ、先ほど宇野課長からも説明がありま

したが、運行の距離または単価も変わってき

たということも理解していますし、また、各

病院からの距離も随分長くなって、運行経路

も変わっていますので、その辺は納得するん

ですが、ずっとこのままで、上限も決めない

まま、そのままいってしまうと、どこまでも

2,000万も3,000万もなってしまうおそれはな

いかもしれませんけれども、そこら辺を注視

して協議のほうを進めていっていただきたい

と思います。 

   もう１点目、最初のやつですけれども、セ

ルフレジ、コンビニと同じということであり
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ましたが、先ほど私も聞き忘れたんですが、

セルフレジ、対面式のレジなんですが、それ

を何か所に置いて、どこに設置して、何台導

入して、ましてや、今は電子マネー決済、ク

レジット決済等々、今主流になってきつつあ

りますけれども、そういったものに対応して

いるのか、していないのか、その辺をお伺い

したいと思います。 

○佐藤委員長 「岸会計管理者兼会計課長」 

○岸会計管理者兼会計課長 導入台数については

１台でございます。会計課窓口を予定してお

ります。 

   あと、コンビニとかはキャッシュレス、ク

レジットカード、スマホ決済、いろいろな形

で、決済の、現金はもちろんやり取りはして

いるわけでありますけれども、今現在、納付

書関係がそういった対応になっておりません

ので、納付書についてはこれまでどおり領収

印を押してお客様に渡す。ただし現金のみで

の扱い。ただ、そのシステムにはキャッシュ

レスの機能もついておりますので、来年、再

来年度あたりから軽自動車税、あと固定資産

税等もＱＲ、バーコード決済になる予定とな

っておりますので、そういった対応もできる

ようなレジになっておるところであります。 

○佐藤委員長 「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 そうすると、会計課に１台設置す

るということで納付書、自動車税とかいろい

ろ、軽自動車税とかいろいろあると思うんで

す。それにＱＲコードをつけて、それで読み

取って、そのお金を、金額が出るわけですか

ら、町民の方がそこに入れてお支払いすると

いうことですよね。 

   せっかくそこまでして入れるんであったら、

電子決済のほうも導入すべきではなかったの

かなと思っているんですが、その辺はどうし

て電子決済、クレカとかそういった決済方法

を見込んで、その設備を導入しなかったのか、

その辺のお考えをお聞きしたいと思います。 

○佐藤委員長 「岸会計管理者兼会計課長」 

○岸会計管理者兼会計課長 まずは第一歩としま

してデジタル化の導入の中で、いずれそうい

ったＱＲコードないしキャッシュレス化に向

けた、まずは機種の導入をしようと。今現在

そういった納付書が対応されていないから一

緒にしてはどうかということでありますけれ

ども、これにつきましては、あらゆる税はじ

めいろいろな納付書、納税通知書とかがござ

います。まだそこまでには体制的にできてい

ないというのもありますし、この度はコロナ

禍ということで、コロナの交付金を活用しま

して幾らかでも現金のやり取りをしないよう

なレジの購入ということで決定したところで

ございます。 

○佐藤委員長 「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 そうすると、コロナ禍で現金のや

り取りをしないとか、非接触式がいいとか、

それは本当に分かるんですが、なぜ今の御時

世で、そういった何となく旧式というかアナ

ログ式というか、半アナログ式というか分か

らないですけれども、半デジタル式ですか、

そういったものをなぜ今導入するのか。 

   だったら、もうちょっとかけて導入して、

まだ納付書とか、ＱＲコードとか、まだ何も

処理になってなければ分かるんですが、やは

りそういった形で収めたいという方もいらっ

しゃると思います。 

   また、会計の窓口だけじゃなくてですね、

住民課のほうに行って住民票とか戸籍とか、

そういったことも考えて、そういった使用を

含めて検討して、いや今回は会計課の１台で

こういったことだという意図的なものがあれ

ばいいんですが、何かどうも今お伺いしてい

ると、取りあえず入れてみようかとか、そう

いったことじゃなくて、もっと先を見込んだ

投資をしていったらいかがかなと思うんです
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が、いかがですか。 

○佐藤委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 収納の仕方で

電子決済なり、キャッシュレス決済、クレジ

ット決済、あとはコンビニ収納など、いろい

ろ今取り組んでいる市町村もあるわけでござ

いますけれども、町のほうでも当然、何がし

か新しいものといいますか、そういった収納

方法を導入は検討は当然しております。 

   ただ、国のほうで、税収納についてはもう

ＱＲコード決済を既に予定している部分があ

りますので、町で同じようなことをやってし

まいますと二重投資になってしまうまずおそ

れがあるということもありますので、まずは

国のＱＲコード決済のやり方を見極めたいと

いうのと、今回のレジの導入については、そ

ういったキャッシュレスクレジットなども対

応できる機械を導入する予定にしていますの

で、まずはスモールスタートとしたいと。そ

こから新しいものが出てくれば、それに追加

していくというふうなものを考えております

ということであります。 

○佐藤委員長 「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 大体分かりましたが、やはりそう

いったところでシステム改修というか、増設

していかないと、今からは多分対応できない

と思いますので、スモールスタートというか、

なかなかいい言葉を聞きましたので、その辺

でやっていっていただいて、今度マイナンバ

ーカードとかもいろいろ出てくると、そうい

った決済方法も変わってくると思いますので、

ぜひ町民の皆さんに簡単にできるように説明

周知のほう、よろしくお願いしたいと思いま

す。以上終わります。 

○佐藤委員長 以上で６番東海林信弘委員の質疑

を終わります。 

   次に、「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 私からは、大きく５点質疑させてい

ただきます。 

   １点目が45ページ、２款１項９目まちづく

り推進費の中の移住定住推進事業についてで

ございます。 

   先ほど同僚委員からのほうも質疑がありま

したけれども、細かくお聞きしたいと思いま

す。 

   まず料理教室、イタリア野菜を使った料理

教室をするということでしたけれども、こち

らの効果、狙いのほうはどういうふうに、料

理教室としてどういうふうに参加者に効果が

あるのか、お聞きしたいと思います。 

   また、参加者に対して具体的に河北町に移

住定住するための要件というか、条件を聞く

ために、アンケート等は実施するのかどうか、

これはしたほうがいいと思うんですけれども、

アンケートを取るのかどうか。 

   あとはですね、今回女性に特化してという

話ではございましたけれども、男性について

は、どのようにお考えしているのかお聞きし

ます。 

   大きく２点目が67ページ、３款２項１目児

童福祉総務費の中のかほく安心子育て応援事

業でございます。 

   こちらは１点、なぜ現金給付なのか。一般

質問でも以前お聞きしたんですけれども、な

ぜ現金給付なのか。灯油補助のように低所得

世帯等、現金がより重視されるような世帯な

ら分かるんですけれども、幅広く年収要件も

要件を設けない中で、なぜ現金給付なのかお

聞きします。 

   ３点目が、同じく３款１項４目老人福祉費

の中の高齢者等雪下ろし支援事業費補助金で

ございます。 

   こちらが対象者が70歳以上の高齢者世帯、

身体障害者１級または２級所持者のみの世帯、

70歳以上の高齢者と身体障害者手帳１級また
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は２級所持者のみの世帯いうふうになってお

ります。 

   私、ここでちょっとお聞きというか提案に

なってしまうかもしれないんですけれども、

例えば65歳以上の方で、もともとはもちろん

健康なんですけれども、ある理由、病気とか、

けがとか、そういった人が出た場合、そうい

う人は補助対象にならないのかどうかをお聞

きします。 

   次に75ページ、４款１項３目環境衛生費の

中の地方バス路線維持費補助事業でございま

す。 

   令和３年度比の増額の理由としては、赤字

補塡の幅が広がったということだったんです

けれども、こちらですね、河北町路線バス事

業のように細かく乗客の方が、どこから乗っ

て、どこで降りたとか、そういった詳しい路

線時間帯ごとの利用状況を把握しているかど

うか、お聞きいたします。 

   最後大きく５点目ですけどれも、４款１項

３目河北町タクシー利用助成委託事業につい

てでございます。 

   こちら、町からの説明の段階では、前日予

約というのが条件になってございましたが、

私、タクシー会社さんのほうにお聞きしたと

ころ、当日予約も対応可能という話をお聞き

しました。 

   そういった意味で、なぜ前日予約にこだわ

るのか、もっと町民の方が利用するための利

便性を向上させるのであれば、全然当日予約

のほうがいいと思うんですけれども、なぜ前

日予約にこだわるのかお聞きします。以上で

す。 

○佐藤委員長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 初めに、２款１項９

目移住定住推進事業でございます。 

   料理教室というところでございます。この

中で400万超の予算があるわけですけれども、

これまでどおり東京に出向いて、普通の方へ、

男とは限らず、セミナーとか相談会の開催は

当然実施してまいります。そのほかに、別途

女性向けの事業を展開してみたいというのが

今回の趣旨でございます。 

   なぜ女性なのかというところで、女性の山

形県内から県外が出ていく割合が非常に多く、

その戻りが少ないというところが非常に大き

な課題だと捉えております。人口ビジョンの

中でも、そういったところで問題視をしてい

ます。 

   今回は、そこに特化した事業を展開してみ

たいというのが一つ趣旨でございます。 

   なぜ料理教室なのかということであります。

女性だけには限りませんが、河北町のよさを

まずはＰＲしていきたいというところが１点、

それにおいてイタリア野菜というところに着

目をし、それにかほくらしさん、ちょうどあ

りますので、これまで料理教室などした実績

もございますので、そこら辺も結びつけてい

きたいというのがございます。 

   まずは町のＰＲをしていきたいという狙い

が１つです。そして、まちの魅力を知ってい

ただき、移住定住につなげていきたいという

ところでございます。 

   当然、今おっしゃっていただいたアンケー

トなども実施していきたいというふうには考

えてございます。 

   あとは74ページの地方バス路線でございま

す。 

   具体的に、山交バスさんのほうの状況でご

ざいますので、具体的な数字は実態的に町と

しては押さえていないという状況です。 

   ただ一つ、河北病院まで延伸をさせていた

だきましたので、そういったところの利便性

向上というのは協議しながら図ってまいりた

いというふうな考えでございます。 

   あとタクシー利用でございます。今のとこ
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ろ、スキームでは前日予約というようなとこ

ろをお願いして、まだ業者さんにも当たって

いないわけでございますけれども、今後これ

から話合いをして細かいところを詰めていく

わけですけれども、タクシーの状況、対応で

きるのかというところを心配して前日予約と

いうふうにしたものでございます。 

   今後具体的なところは予算ご可決いただい

た後に詰めてまいりたいというふうに考えて

ございます。 

○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 最初に67ページのかほく安

心子育て応援事業の関係でございますが、こ

れにつきましては、今年度から子育て世帯に

対して子育てしやすい環境を整えたい、そう

いった意味合いで子育てに対する負担軽減と

いいますか、経済的支援を実施するというこ

とで創設させていただいたものでございます。 

   今年度出生時に10万円、それから小学校中

学校入学時に５万円ということで今年度は実

施したところでございますが、さらに高校等

入学時に対しましても、いろいろな制服やら

教科書等の購入にいろいろとお金がかかると

いうのを聞いております。 

   そういったことに対して今回、５万円を追

加で給付させていただくというものでござい

ます。 

   それから63ページになります。３款１項４

目老人福祉費の高齢者世帯の雪下ろし支援事

業補助金でございますが、これにつきまして

は、非課税世帯の70歳以上関係の高齢者等世

帯、それから身体障害者１級・２級所持者の

みの世帯、それから70歳以上の高齢者と身体

障害者手帳１級または２級所持者のみの世帯

というように決めさせていただいております

ので、委員がおっしゃる65歳以上の方でけが

をされているとか、そういった関係の方に対

しての補助は今のところはないところでござ

います。 

   ちょっと付け加えさせていただきますが、

かほく安心子育て応援事業等につきましては、

一応祝い金という形で支給させていただきま

すので、現金給付というふうにさせていただ

くものでございます。 

○佐藤委員長 「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 ご回答ありがとうございます。 

   まず初めに移住定住推進のほうですけれど

も、河北町のよさを知ってほしい、河北町の

ＰＲをしていくのが今回の狙いだということ

だったんですけれども、もちろん料理教室す

ることも、もちろんすばらしく、いいことか

なと思うんですけれども、もうちょっと直接

的にＰＲすることもいいのかなと。 

   要は、今コロナ禍ということで直接的に河

北町に来てもらうということはなかなか、首

都圏のほうから来てもらうというのはなかな

か難しいかもしれないんですけれども、もっ

ともっとこちらに来てもらうような仕掛け、

来年度は無理かもしれませんけれども、２年

後に向けた仕掛けづくり、要は料理教室だけ

でなく、河北町はもっとこういうところがあ

るよ、こういう人たちがいるよとか、その場、

かほくらしの場だけで完結するのではなくて、

オンラインでの交流になるかもしれませんけ

れども町内の人との交流、ネット越しになる

かもしれませんけれども、そういうのもぜひ

やったほうが、料理教室をするにしても、よ

り効果的なのかなと思います。 

   本町においても、もちろんイタリア野菜を

育てている方々もいらっしゃいますし、イタ

リア野菜をつくっている方が東京に行くとか

いう、そういうことでもなくて、イタリア野

菜をつくっている人と直接つなげるとかです

ね、そういう話をするとか、要は、より魅力

的な、河北町をより魅力的にＰＲする方法が

料理教室というのは分かるんですけれども、
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さらにそれ以上に何か付け足してやったほう

が、より効果的になるのかなと思います。 

   アンケートも取るということでしたので、

ここはぜひ、もうちょっとより河北町の魅力

を知ってもらえるように付加をつけてしてい

ただければと思います。 

   次に、かほく安心子供応援事業についてで

ございますけれども、経済的負担軽減プラス

祝い金ということだったんですけれども、こ

ちらすみません、私前もお聞きしたんですけ

れども、これはなぜ応援券みたいな形ででき

ないのかなと。 

   要は、現金ベースですと、正直なところ、

どういったものにそのお金を使われたかが把

握できないんだと思います。もちろん把握し

ていないということだったんですけれども、

そういった意味で、祝い金ということで、お

祝いということであれば、町全体でお祝いす

るということで、町の事業者も利用してもら

えるように、そういった仕掛けのほうが現金

よりはいいかと思うんですけれども、こちら、

もう一度お聞きしたいと思います。 

   次に、高齢者雪下ろし等支援事業費補助金

ですけれども、実際健康状態がどれほどとい

うのは分かりませんが、やはり65歳から69歳

の人でもですね、やはりなかなか体が弱いと

いいますか、そういう人たちもいらっしゃる

と思いますので、ぜひそこは病気、けがなん

かをする人もいらっしゃると思いますので、

すぐ治ればいいんですけれども、そういった

方も、すぐ治らない方もいらっしゃいますの

で、ここは少し拡大を視野に入れて考えてい

ただければと思います。これは意見です。 

   あと、地方バス路線維持費補助金のほうで

すけれども、こちらも詳細のほうは把握して

いないと、町では詳細を把握していないとい

うことでしたので、先ほど同僚委員からもあ

りましたけれども、単純に赤字補塡をどんど

んしていけばいいという話でもないので、こ

こは河北町路線バスのように、細かく委託先

の会社さんとも協議をした上で、資料も提出

していただいた上で、より町民の方が使いや

すくなるように、ここはしていただければと

思います。こちらも意見です。 

   最後に、河北町タクシー利用助成事業です

けれども、こちらもまだまだ町民の方が利用

しやすいように協議をする余地があるのかな

と思いますので、我々議会には説明していた

だきましたけれども、私も会社にも聞いたと

ころ、やはりもっともっと利便性を向上させ

る内容があるみたいですので、そこはもう少

し話をしていただいて、当初予算には今回、

これ以上は変更は不可能かもしれませんけれ

ども、補正でも考えられますので、少しでも

町民の皆さんが利用できやすいように、会社

の人とも協議していただければと思います。

こちらも意見です。以上です。 

○佐藤委員長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 まず２款１項９目の

移住定住の推進でございますが、料理教室だ

けちょっと特化して聞こえたかもしれません

が、料理教室が１つの目玉ではありますけれ

ども、そのほかに当然、町のＰＲもさせてい

ただきます。 

   あとは、先輩移住者の方からの意見も、そ

のセミナーの中ではお話をしていただこうと

いうふうに考えてございます。 

   あと１点、地方バス路線ですけれども、こ

れはあくまでも山交さんで走っているバス、

委託先ではございませんので、誤解のないよ

うにひとつお願いいたします。 

   あとタクシー利用につきましても、議員お

っしゃられたとおり、以降ですね、秋の実施

までの間に少し詳細、運用の面で詰めていき

たいというふうに考えてございます。 

○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 
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○堀米健康福祉課長 かほく安心子育て応援事業

でございますけれども、この現金の支給の使

途につきましては、町のほうでそれを限定す

るものではなくて、自由に使っていただくお

祝い金という形でさせていただいているもの

でございます。 

   経済的効果というのを狙うのであれば、町

内で使っていただければ、それは幸いである

というふうには思っておりますが、必ずしも

町内でというわけにはいかない場合もあるの

かなというふうに思っております。 

   高校生等の場合なんかは制服等もかかるわ

けですが、そういったものは、多分町内では

販売していないのかなというふうに思ってお

ります。 

   それぞれ、いろいろと汎用性といいますか、

自由に使っていただくということでございま

すので、特に町のほうで使っていただければ、

それは大変いいことだと思っておりますけれ

ども、そこは強く町内でというわけにはいか

ないのかなというふうに思っているところで

ございます。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 この点については、やはり現金給付

化には、地元にしっかりお金が回るような形

でのクーポン券的なもので例えば支給するの

か、事務的な対応ということもありますけれ

ども、基本的に、ご指摘は重要な視点を含ん

でいるなというふうには思っております。 

   ただ、経済対策という地元に金を回すとい

うところは、そこまで波及効果が及ぶような

形でという記載はありますけれども、基本的

には、これは子育て応援が補助目的でありま

す。そういった意味で、より子育て応援とし

て、子育てされる、まさに補助支給の対象者

の方々が、より河北町で暮らし、そして結婚

し、そして子育てする、そういう中でのイン

センティブとして現金支給という判断に至っ

ているものであります。 

   税金の使い道として、いろいろな議論があ

るというご意見は真摯に受け止めつつ、導入

に当たって、現金支給という判断に至った考

え方は、以上であります。 

○佐藤委員長 「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 移住定住のほうは、来年度からはワ

ーケーションなんかも始まるみたいですので、

できればそういったところも視野に入れて連

携してしていっていただければと思います。 

   あと最後に、かほく安心子育て支援事業に

ついてでございますけれども、こちらはです

ね、そういった町長の思い、町のほうの考え

も分かるんですけれども、であれば、そうい

った効果が実際に出ているのかどうか、それ

こそ調査をするべきだと思うんですけれども、

アンケート調査でもいいんですけれども、ど

ういったことに使われたのかとか、こういう

のをもっと求めているんだとか、より効果的

にするためには、こういう大きい予算ですか

ら、ずっと継続していくつもりもあるんでし

ょうけれども、そういった意味で、アンケー

ト調査とか、そういった支給対象者への調査、

それは考えていらっしゃるのでしょうか。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 現時点で、支給者全体に対してアン

ケートというようなことは考えておりません。

ただ私も、今年も実施いたしましたけれども、

いろいろな子育て世代の方々とのいろいろな

意見交換会も行っております。やはりそうい

った中で、子育てに対する町の支援策につい

てのいろいろなご意見も頂戴します。 

   今日のご指摘も踏まえて、この点について

も、またそういった機会を捉えながら、より

よい子育て応援の在り方、場合によっては現

金給付、もっと別な形での支援が欲しい、そ

ういった、まさに子育て世代の方々のご意見

というものは十分お伺いし、耳も傾けていき
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たいなというふうに思います。 

○佐藤委員長 「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 町長ありがとうございます。 

   このかほく安心子育て応援事業自体は、来

年度に至っては約500人ぐらいの方に支給す

る予定ですので、支給する方法、つまり支給

先も分かっていることだと思いますので、ど

こに住んでいらっしゃるとか、そういうのも

分かることですので、ぜひ、どういった形で

あれ、郵送か何かはちょっと分かりませんが、

アンケート等調査を通していただいて、来年

度以降、再来年度以降にもつなげられるよう

にしていただければと思います。以上です。 

○佐藤委員長 以上で７番阿部恭平委員の質疑を

終わります。 

   ここで10時20分まで休憩とします。 

     休 憩  午前１０時０４分 

     再 開  午前１０時１８分 

○佐藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   引き続き１款から４款までの質疑を行いま

す。 

   「８番松田收作委員」 

○松田委員 それでは、私から３点ほど質疑させ

ていただきます。 

   １点目、46ページ、２款１項９目ですか、

総務管理費若者・女性・町民総活躍推進事業

に208万8,000円、これが設定されております

けれども、殊に最近、女性婦人会の加入人数

が減っているということが、かなり問題にな

っているようでございますから、この辺の原

因はどこにあるのかということを研究という

か、あれしたことがあるのかどうか、ちょっ

とお伺いしたいんです。 

   これは、第２問目の、63ページの３款１項

４目老人福祉費中、老人クラブのクラブ員も

随分今減っているのが見えていますけれども、

その辺の原因とか、あるいは対策というよう

なあれは、どのように考えているのかお伺い

したいと思います。 

   ３点目、78ページの４款１項５目、最近新

聞にも出ていましたけれども、東北・北海道

で初めての重粒子疾患治療が出ておりまして、

この支援事業に125万6,000円が見込まれてい

るようです。 

   これ、１つは１回で済むのか。それから河

北町で今のところ、この辺に願いというか応

募というか、している人が、今現在どの程度

いるのか、まずその辺からお聞きしたいと思

います。 

○佐藤委員長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場生涯学習課長 47ページの若者・女性・町

民活躍推進事業費とは関係はありませんが、

質問の中で婦人会の減少、今後の動向などと

いうような質問でございますので、私からお

答えしたいと思いますが、今、婦人会の活動

としては、確かに成り手不足ということで、

婦人会の存続の危機といいますか、今後総会

等で行われることにはなるんですが、今、把

握している中では北谷地支部が今年度いっぱ

いで、来年度継続できないというような状況

をお聞きしております。 

   さらに令和５年度につきましては、各支部

ともに何とか継続できるというような状況で

はありますが、その後については、役員の交

代ができるような方がいらっしゃらないとい

うようなこともお聞きしてございます。 

   その原因といたしましては、お聞きする中

では役員の成り手がいないというようなこと

が一番かというふうに聞いております。 

   これまでは、婦人会の会員も多い中で、次

は誰というような指名をして、年齢とともに

順番があったようでありますけれども、人数

的にも少なくなってきましたので、その中で

個人的な指名もできず、その会議の中から誰

かをと、輪番制、順番制というようなところ

を取ってきたという中で、なかなかその継続
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が成り立たないというふうな状況の中で現状

を迎えているようでございます。 

   町としても、いろいろな意味で女性の活躍

という意味から、女性の意見等も反映できる

ようにお願いをしたいところではございます

が、何分成り手がいない、いわゆる組織が成

り立たない状況の中では致し方ない状況の中

で、どのように今後対応していけるのか、女

性の活躍、意見をどのように反映していける

のかというところで、大きな課題ということ

で捉えながら、各区の区長はじめ組織の在り

方についても検討しながら、よりよいまちづ

くりのために反映できる体制を整えていけれ

ばいいなというふうには考えております。 

○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 63ページの３款１項４目老

人福祉費の老人クラブ活動助成費の中で述べ

させていただきますけれども、来年度の老人

クラブ数も、一応３クラブ減というふうに聞

いているところでございます。人数にします

と、大体120人ぐらいは減ってくるような、

現在1,360ぐらいの会員数と聞いております

が、1,240ぐらいに減るというふうに聞いて

いるところでございます。 

   老人クラブの減の原因としましても、先ほ

ど婦人会の関係でもありましたけれども、い

わゆる役員の成り手がなかなかいないという

のは、これは同じなのかなというふうに思っ

ております。 

   聞くところによりますと、長年ずっと老人

クラブの役員をしていただいて、その人が辞

められると、その次に来る人がいないという

のは、そういった実態もあるというふうにも

聞いております。 

   また、老人クラブといいますと65歳以上と

いうふうには考えているんですけれども、い

ろいろな生活様式の多様化といいますか、個

人的な趣味というのもありまして、なかなか

会員に入らないというか、老人クラブに加入

しないというのも、そういった原因もあるの

かなというふうに思っております。 

   そういった中で、老人クラブのよさという

ものをＰＲしながらですね、コミュニティー

形成を図る上で大変重要であるというふうに

も思っております。 

   そういった中で、いろいろな面でＰＲは、

老人クラブの事務局であれば福祉協議会にあ

るんですけれども、必死になってＰＲ等、活

動させていただきたいというふうには思って

おります。 

   続きまして４款１項５目、79ページの重粒

子線がん治療患者支援事業費補助金でござい

ます。 

   先ほど委員からありましたように、東北初

の重粒子線がん治療のものでございます。山

形大学医学部に設置されているものでござい

まして、当初の予定から大分遅れているとい

うことで、せんだって新聞報道で、やっと本

来の能力というか、効果が出た回転ガントリ

ーというものでございますが、それが実施で

きるというふうになったと聞いております。 

   この補助事業につきまして、当初予算で今

年度も載ったところでございますが、いろい

ろ山大と業者との関連で、ちょっといろいろ、

まだ効果が出ないということで先延ばしされ

て、やっとせんだって完成したというふうに

は聞いております。 

   今のところ、河北町で実施しているという

のは聞いてはいないところでございますが、

この重粒子線がんのワンクールといいますか

１治療につきましては、その人の症状等によ

って何回か重粒子線の照射が必要だというこ

とになっているようでございます。 

   いわゆる、町のほうで補助事業を実施する

のは、１治療に約300万ほどかかるというよ

うに聞いております。県の補助事業でもある
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んですけれども、その２割程度を補助したい

ということで、２分の１は県のほうから持ち

出されてというものでございます。 

   人によっては、照射数が何回かというふう

には決められるような、そんな状況で、１回

で済むというわけではないということでござ

います。以上です。 

○佐藤委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 丁寧な説明ありがとうございます。 

   ところでですけれども、第１点目の女性の

方々の婦人会あるいは若妻会離れが進んでい

るということですけれども、これですね、ち

ょっときついあれになりますけれども、これ

208万8,000円ですか、こういうあれですけれ

ども、人は少なくなる、予算も少なくなる、

こういう状況では、町の行政に対しても大変

なマイナスだと思うんです。 

   ですから、ちょっと厳しいことになります

けれども、何とか増やせる、あるいは何とか

会員を募らせる、そういうあれについては、

極端な話208万何がしで果たして妥当かどう

かというふうなことは、私にはちょっと考え

られるんですけれども、その辺どうなんです

かね。ちょっと総務課長ですか、会計関係の

方からちょっとお聞きしたいと思いますけれ

ども。 

○佐藤委員長 暫時休憩します。このまま。 

     休 憩  午前１０時２９分 

     再 開  午前１０時３１分 

○佐藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 46ページ、２款１項

９目に関しましては、若者・女性・町民総活

躍推進事業としまして、協働のまちづくり新

しい祭り支援事業あるいは講師謝礼等々の予

算でございまして、委員からご指摘がありま

す婦人会活動につきましては、10款４項１目、

125ページですか、こちらのほうに河北町婦

人会活動補助金というものがございますので、

こちらのほうでの議論になるかなというふう

に思います。大変申し訳ございません。 

○佐藤委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 これは款が違うというようなあれで

すけれども、私が聞きたいのはですね、款が

違うからこうだじゃなくて、町の、本当に大

変なこれからの時代にですよ、どのようにし

てあれしていくか、育成ということを考えて

いるのかどうかということをちょっとお聞き

したい……。 

○佐藤委員長 ８番松田委員に申し上げます。 

   婦人会の活動については、10款のときに聞

いてください。よろしいですか。 

○松田委員 婦人会のあれは10款でないと聞けな

いということですか。ここは、私は育成をど

ういうふうにするかということをちょっと考

えていたかどうかということをお聞きしたん

ですよ。 

○佐藤委員長 婦人会のそういう活動育成につい

ては、10款でお尋ねください。 

○松田委員 そうですか。はい、じゃあそれは10

款にあれすることです。 

   ところで２回目にした老人福祉費ですけれ

ども、じゃあ同じような質問を、老人会の育

成というか、そういうことを考えられたのか

どうか、それをお聞きします、じゃあ。 

○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 63ページの３款１項４目老

人福祉費の老人クラブ活動助成でございます。 

   この補助金としての事業につきましては県

の事業となっておりますので、県のルールに

基づいた形での助成金という形にさせていた

だいておるところでございます。 

   クラブ数、クラブ単位に対しての補助金と、

それから人数割というふうになっておりまし

て、一応、補助事業上での補助金ということ

になるところでございます。 
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   ただ、老人クラブ等が減ってきている原因

の中に、こういった金銭的なものが原因で減

っているかどうかというのは、ちょっとそこ

はまだ我々としては調査していないところで

はございますけれども、一応助成金につきま

しては、算定基礎というのが老人クラブ数と

いうのが基本になっておりますので、その人

数等での補助事業という形になるかと思って

おります。 

○佐藤委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 県のほうのというような、あれは分

かります。 

   私が聞きたいのは、そういうことを踏まえ

てですね、育成費用を考えられているのかど

うか。これから何とか伸ばしていくというよ

うな方向を考えているのかどうかをちょっと

お聞きしたいんです。 

   町としても、すばらしい大問題だと思いま

すよ。今高齢者社会とは申しますけれども、

高齢者の知恵とかそういうことをお聞きする

には、こういう団体、そういうことが、何と

かあれしておらなければ困ると思うんです。 

   私も近々後期高齢者になるあれですけれど

も、まだ老人クラブに入ってはおりますけれ

ども、いろいろ各地でもそういうような話は

出ております。これを何とか育成していくと

いう、増やしていく、それから、この老人た

ちの声を何とかあれの中に行って、若い人を

加入、お願いできるような方法というのは考

えられているかどうか。それが果たして、今

のこの予算の中で適当かどうかということを

ちょっとお聞きしたいんです。 

○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 町としても、婦人会と同じ

ように老人クラブも大変大事な組織であると

いうように思っております。 

   いろいろな形で社会貢献していただいてい

る、ロータリーへの植栽などもしていただい

ている、大変ありがたく思っているところで

はございます。 

   ただ、なぜ老人クラブの人数が、高齢者は

増えているんですけれども老人クラブが減っ

ているというのは、そこら辺の原因というの

は何なのか。 

   例えば、シルバー人材センターの会員は増

えています。そういう元気な老人がどんどん

と増えているというのも、そういったのもあ

るのかなというふうには思っているんですけ

れども、老人クラブが今後とも安定して育成

というか、存続していくための何が一番原因

なのかというか、そこら辺はもう少し老人ク

ラブさんのほうと話合いをしながらですね、

金銭的な面で、例えばこういったものが必要

だというのがあれば、そこら辺も町としても

対応できる用意はあるかと思っています。 

   直接減っている原因が何なのかというのが、

まだ原因が分かりませんので、老人クラブの

皆様のお話を聞きながら、もう少しいろいろ

と対応はさせていただきたいなというふうに

思っております。 

○佐藤委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 これは本当に、今後のまちづくりに

関しても、大いに議論しなければならないし、

考えていかなきゃならんという思いでおりま

すので、今後とも育成という言葉でいいのか

どうか、育成というよりも会員自体が増える

ようなあれを何とかお考えいただきたいと思

います。 

   それから、先ほど重粒子線がんのことでお

聞きしましたけれども、補助率としては大体

２分の１だというようなことですけれども、

何かこの前、実はどうなんですかということ

で河北病院に行った折に聞いてみたら、かな

りの金額になるというようなことも聞いてお

ります。 

   そうした場合、仮にですけれども保険でも
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入ってなかったら、とてもじゃないけれども、

したいんだけれどもできないというような、

お願いしたいんだけれどもできないというよ

うなことがあると思います。 

   体全体で、１つはそこで聞いた話ですけれ

ども、目のあれだけはできないというような

ことも言っておりました。体全体で、足先か

ら頭のてっぺんまで、がんに対してあれだと

いうのでは、これも本当は増えていくことが、

町民の中から病人が増えていくことは大変あ

れですけれども、今後の対応を何とか考えら

れるのかどうか、ちょっとお聞きしておきた

いと思います。 

○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 重粒子線がん治療の支援補

助金でございますが、今年度も予算計上させ

ていただいたところですけれども、先ほど申

し上げましたように、山大の装置が遅れたと

いうことで、今回実施されていないところで

ございます。 

   来年度も一応、この治療については先ほど

申し上げたように300万ぐらいの費用がかか

るということでございます。その２割を、回

転ガントリーについては保険適用にならない

というふうに聞いておりますので、その２割

程度を助成、行政的に補助したいということ

でございますので、まずはこの実施状況を見

見極めさせていただいた中で、その後検討は

あるのかなというふうに思っております。 

○佐藤委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 これは病気が、先ほどの老人クラブ

とか婦人とか、増えないで少なくなればいい

ことですけれども、今後とも、未然に何とか

あれがかからなくてもいいような方策を今後

大いに考えてほしいと思います。 

   それから、なった場合ですけれども、なっ

たというとちょっと悪い表現かもしれません

けれども、その場合のあれでもやはり、ちょ

っとあれでしたけれども、前に河北病院に行

った折にお聞きしたら、大変頭の腫瘍なんて

いうと千万円かかるかもしれないみたいなこ

とをちょっとお聞きしましたけれども、そう

いうあれでは、とても病気になってもお金の

面で対応できないというようなことでは、大

変不幸なことだと思いますので、その辺など

も今後考えていただけるようにお願いをした

いと思います。以上で終わります。 

○佐藤委員長 以上で８番松田收作委員の質疑を

終わります。 

   次に、「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 私からは８点お願いしたいと思いま

す。 

   １点目は、46ページ、47ページ、地域おこ

し推進事業のかほく紅こぎんの話なんですけ

れども、昨年、かほく紅こぎん宣言をして、

令和４年度もそれをしていくと思うんですけ

れども、この前、こぎんを集めてタペストリ

ーをつくるというふうな、令和４年にはタペ

ストリーを飾るみたいな予定だそうですけれ

ども、その内容をお聞きしたいと思いますし、

今後こぎん刺しについては、またどのような

事業を展開していくのかお聞きしたいと思い

ます。 

   ２点目は、婚活支援事業の委託料ですけれ

ども、メンバーも変わったと思います、令和

３年度は。令和３年度の実績とそれを踏まえ

まして令和４年度の計画についてお伺いした

いと思います。 

   66、67ページ、３款２項１目です。婚活支

援事業委託料113万4,000円ですね。 

   それから３点目も同じですけれども、かほ

く安心子育て支援事業費の補助金ですが、先

ほど同僚議員が聞いたほかに、お祝い金だと

いうことなんですけれども、新しい新事業の

高校生入学時のお祝い金のことなんですけれ

ども、中学校３年生を卒業した方で高校に入
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らなくても対象になるのか。皆さん進学なさ

るとは思うんですけれども、公平性みたいな

のから見て、その人たちはいるのかいないか

分からないんですが、その人たちがいたとし

たらどうするのかなという質疑です。 

   ４点目は任意予防接種委託料、ＨＰＶ、子

宮頸がんワクチンのことですけれども、令和

３年（「ページ」の声あり）ページ、ごめん

なさい、すみません。72、73ページ、４款１

項２目です。それで予防費、任意予防接種委

託料の話です。 

   令和３年度、この前聞いたときには申込者

が増えていたということなんですけれども、

今度は、平成９年から平成17年生まれの方へ

のこともするというふうなことですので、周

知はどのようにするのかとか、今平成９年生

まれだと河北町にいない人もいるのかなとい

う、そんなことはないですね、思うんですけ

れども、どのようにするのかなという周知の

方法について、お伺いしたいと思います。 

   それから、76、77ページ、４款１項３目生

ごみ処理機購入設置事業費補助金９万円です。 

   これは、ずっとごみ減量と生ごみの堆肥づ

くりということを目的に、今までは密閉処理

機のごみ機を、ずっと同じ補助金で15年間や

ってきたわけですけれども、同僚議員の一般

質問から、また違う機種ということで範囲が

広くなったわけですけれども、今度はどのよ

うなものなのか、具体的にどのようなものが

何機、補助金はどうなのかという内容をお聞

きしたいと思います。 

   それから、同じところですけれども、河北

町猫の不妊去勢手術費補助金ですね、これは

私は2019年12月に質問をしたものなんですけ

れども、いろいろと考えてくださって、新事

業ということなので詳しく詳細をお聞きした

いと思います。内容をお聞きしたいと思いま

す。 

   それから次に同じところですけれども、河

北町タクシー利用委託料ということで、同僚

議員が聞いたんですけれども、そのほかに、

お試し期間ということなんですけれども、こ

の１回500円の利用料というのは本当にいい

ことだし、今までいろいろと足のない人をど

うするかということで、お試しのことですが、

先ほど５番委員が言っていた、お買物をした

ところでタクシーを待つ場所みたいなのこと

なんですが、例えば、お買物をした人は、ま

たタクシーを待つんでしょうけれども、河北

病院では、治療が終わった後タクシーを拾う

のに、そこにタクシーの番号なんか書いてあ

るんですよね。やはりそういうふうなサービ

スなんかも、お店と提携をしまして、そうい

うなのも考えなくてはいけないのかなという

こと等の提案です。というか考えてはいるん

だと思うんですけれども。 

   あとお試し期間ということで、すごくいい、

お試しのものなんですけれども、これをいか

によくするかということについて、利用者の

声というものが必要だと思うんですね、町民

の声。なので、その声をどうやって拾うのか

ということを考えたときに、タクシーの運転

士さんって、気さくな方だとよくお話をした

りしますよね。ですので、そのお役目はタク

シーの運転士さんに、ご乗車いただいたとき

に「どうですか、こういう事業あって」とか

と、ちょっとさらりと聞いてもらって、それ

を拾ってもらうのが一番手っ取り早いなと、

私は自分の今考えている利用者の声、町民の

声というものではないのかなと１つ提案を申

し上げます。 

   それから最後ですけれども、78、79ページ、

４款１項５目健康推進事業です。 

   高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

事業ということで、これ新規事業になってい

るようですけれども、この内容をお聞きした



 

- 207 - 

いと思います。よろしくお願いします。 

○佐藤委員長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 １点目の46ページ、

２款１項９目でございます。 

   この中で紅花活性化推進事業、あるいは地

域おこしの中で進めております紅こぎんでご

ざいます。こちらにつきましては、皆様から

大変ありがたく、こぎんの１枚１枚13センチ

四方ですか、それが1,000枚以上集まりまし

て、予想以上の反響でございます。 

   現在、１枚につなぎ合わせタペストリーと

するため、活性化施設のほうで鋭意作業をし

ていただいていると。ボランティアの方にも

手伝っていただいているので、大変感謝申し

上げたいと思っています。 

   これにつきましては、残念ながら今年の４

月２日、３日雛まつりのほうは中止となりま

したけれども、ぜひ庁舎のほうに飾って皆様

にご披露していきたいというような考えでご

ざいます。 

   またこぎんの活動としては、やはり、この

せっかくできたタペストリーという大きな目

標を今年度掲げて作成したわけですけれども、

以降も継続できるように、広く町民の皆様を

含め、あるいは町内外を含めですね、こうい

ったところをＰＲして、できるだけ多くの人

にこぎん刺しをしてもらうというような事業

の展開をしてまいりたいというふうに考えて

ございます。 

   あとはもう一つ、飛びますけども76ページ

になります。４款１項３目生ごみ処理の関連

でございます。 

   生ごみ処理につきましては、今年度から、

今まで１回買った人は駄目というようなこと

をしていましたけれども、５年経過した人に

は再度ということで拡充をさせていた事業で

すけれども、来年度からはさらに今までの密

閉式処理容器補助のほかにコンポスト、あと

は電気式処理容器、こちらのほうも加えてい

きたいというふうに考えてございます。 

   補助金額につきましては、生ごみ密閉式処

理容器につきましては、これまで同様3,000

円、コンポストにつきましても3,000円、電

気式処理容器につきましては、金額高いでご

ざいますので２万円というような内容でござ

います。具体的には、いずれも購入価格の２

分の１で上限が今の額でございます。 

   １つは、こちらの算定に絞った理由としま

しては、町内の事業者さんが取扱いできるこ

と、これを要件としてしていました。そのほ

かに様々なごみ処理の機器はあろうかとは思

いますけれども、町内の業者さんがひとつで

きるものと、あとは同じように５年間は再申

請はできませんので、ある程度やはり形が残

るものといいますか、こういったところで、

その点からこういったものに絞らせていただ

いたところでございます。 

   あと同じ４款１項３目猫の不妊去勢手術補

助金でございます。 

   こちらにつきましては、補助金額といたし

ましては、猫の種類も完全に保護している飼

い猫とそうでないものというふうに区分いた

しております。 

   飼い猫いわゆる家猫の場合は対象経費の３

分の１、不妊去勢にかかった費用の３分の１

で、不妊治療の場合は上限が1万円、去勢の

場合は5,000円上限ということであります。

飼い主のいない猫につきましては、１件につ

き不妊の場合が１万円、去勢の場合は5,000

円というふうにするものでございます。 

   それぞれ雌雄合わせて50頭程度の予算を計

上させていただいているというところでござ

います。 

   あとタクシー、同じ４款１項３目タクシー

利用についてでございますけれども、こちら

も買物をしたところでタクシーを待つ場所、
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これは商店の事業者さんのほうでのご努力も

あるのかなというふうに思っています。病院

などは明確にタクシー乗り場というふうにあ

ろうかと思います。 

   あと利用者の声の拾い方ということで、運

転手さんから聞いていただける、メモしてい

ただけるなんていうのは大変ありがたいかと

思いますけれども、一応アンケートも取って

いきたいというふうな考えもございます。 

   以上、よろしくお願いいたします。 

○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 まず最初に３款２項１目67

ページの婚活支援事業委託料113万4,000円で

ございますが、これにつきましては来年度も

コーディネーター７名の方にお願いしながら、

週１回程度の婚活事業、結婚相談事業等を実

施していきたいということでございます。 

   内容等については今年度と同じではござい

ますが、成功の実績としましては今年度、一

応３件、実績があるというように聞いている

ところでございます。 

   続きまして、かほく安心子育て応援事業給

付金でございますが、来年度から高校生等入

学時に対して５万円を支給するということで、

来年度から追加させていただくものでござい

ますが、これはあくまでも高校生等という形

で考えておりますので、中学生を卒業された

方ということでございます。 

   一応は高校等に入学された方ということに

なるんですけれども、当然就職されたとか、

あるいは極端に言いますと、浪人された方な

どもいるかもしれませんけれども、そういっ

た方々も対象とはさせていただいているとこ

ろでございます。 

   続いて73ページの４款１項２目の予防事業

費の任意予防接種、定期予防接種ですが、任

意予防接種事業でございますが、これにつき

ましては子宮頸がんワクチンのＨＰＶの接種

を追加させていただいているところでござい

ます。 

   これにつきましては、いわゆる子宮頸がん

ワクチンについては平成25年に再開等したと

ころでございますが、副反応等が結構全国的

にあったもので、積極的勧奨はその後控えて

いたというような状況でございます。 

   ただ、ここにきまして、いわゆる子宮頸が

んの、そちらのほうのリスクが高いというよ

うな医療関係の見解の下にキャッチアップ接

種ということで今のところ考えております。 

   先ほど委員からもありましたけれども、平

成９年から平成17年生まれの方に対して、い

わゆる子宮頸がんワクチン接種の機会を失っ

た方がいらっしゃいます。そういった方々に

対して個別通知を差し上げまして、キャッチ

アップ接種を実施していきたいというような

ことでございます。 

   続きまして４款１項５目、79ページになり

ますが、高齢者の保健事業と介護予防の一体

的実施事業でございます。 

   これにつきましては、後期高齢者の保健事

業といわゆる介護保険事業を一体的に実施し

ていきたいということで、この狙いにつきま

しては、後期高齢者のピークが2025年になる

わけですけれども、それまでの間に介護保険

料あるいは医療保険の伸びを少しでも抑えた

い。そうすることによって健康寿命の延伸を

図っていきたいというような狙いの下に保健

事業と介護予防事業を一体的にやっていくと

いうものでございます。 

   具体的には、１人の専門職の方を配置しま

して、基本的には看護師、保健師というふう

に考えておりますが、国保のデータベースが

ございます、それぞれの健康診断の結果がデ

ータベース化されておりますので、それを基

に分析しながら地元に、地元といいますか、

こちらから出向いて個別指導をしたりとか、
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あるいは集団的に指導したり、そういったも

のを実施していくというものでございます。 

   その狙いにつきましては、先ほど申し上げ

ましたように2025年の後期高齢者のピークの

状況があるということでございますので、そ

れまでに実施していくというものでございま

す。以上でございます。 

○佐藤委員長 「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 ありがとうございました。じゃあ１

つずつ消化したいと思います。 

   まず１点目のかほく紅こぎんですけれども、

これすごい1,000枚以上も集まったというこ

とで、最初は何か参加者が少ないということ

で、私もやってみましたけれども、これ１枚

するのに朝から晩まで、１枚やっと私では苦

労するものだったんですけれども、何か慣れ

ている人１時間ぐらいで仕上がるそうで、本

当に好きな人はやるんだなという感じで、２

枚、私も提出しましたけれども、タペストリ

ーになったときに、どこにあるのか楽しみだ

なというふうに思っていまして、本当にいろ

いろな町外の方も参加しているようですので、

頑張っていただきたい事業だなというふうに

思っております。 

   それから、飾るのは１階のギャラリーなの

でしょうか、場所ですね。 

   それから、さっきの婚活支援のほうのこと

ですけれども、３件という実績はすごいなと

思います。やはりこの電話相談だけで、なか

なか今までの実績を見ましても１人とか、１

件とか２件だったのに３件もあったというの

は、すばらしい実績だなというふうに思いま

すので、大変な事業ではありますけれども、

ぜひ担当課のほうでも励ましていただいて、

いいほうに結びつくようにお願いをしたいと

思います。 

   それから、かほく安心子育て応援事業費の

高校生入学時お祝い金というか、名前がある

か分からないんですけれども、だったら、中

学生卒業祝いのほうがぴんとくるような、ち

ょっと思ったんですけれども、何となく本当

に受験に失敗する子もいるかもしれない、浪

人するかもしれないというと、何となくあり

がたいようなありがたくないような、お金を

頂くのはいいんだけれども、もしかしたら中

学生卒業祝いのほうがうれしいかななんて思

ったりしております。 

   それから、任意予防の接種のほうなんです

けれども、ＨＰＶ子宮頸がん、先ほどのお答

えの中に、今年は何人、令和３年度は何人の

申込みだったのか、これまでの分かる数字が

あれば……。 

○佐藤委員長 丹野委員に申し上げます。 

   予算審査ですので、決算になるような令和

３年度の数字は聞かないでください。 

○丹野委員 そうですか。分かりました。じゃあ

後で聞きます。 

   いずれ、多いほうが私は女性の健康増進と

いう意味ではいいと思ったので、今年のを聞

いて、さらにまた来年頑張ってほしいという

ふうなことで聞きましたが、分かりました。 

   それから、ごみ減量と生ごみですけれども、

ごみ減量につきましては、今年の話で申し訳

ないんですけれども、広報かほくで、すごく

生ごみの減量ということでやっていたので、

すごく担当課のほうではいろいろとＰＲをし

ているなということに思います。 

   ですので、この新しい生ごみの処理機もま

た種類が増えたので、広報のほうをしっかり

やっていただいて、また生ごみの堆肥の利用

ということで、そういうふうなお花を咲かせ

た方の取材をしたりして載せるなんていうの

もＰＲ方法になるのではないかなというふう

に思いますので、そういうこともお考えなの

か、ぜひやっていただきたいところなんです

けれども、そのお考えなんかもお聞きしたい
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と思います。 

   それから、猫の不妊去勢手術なんですけれ

ども、目的は野良猫を増やさないというとこ

ろから始まったかと思うんですけれども、こ

の野良猫について、飼い主のいない猫という

ことになるんですね。保護する猫、保護しな

い猫ということで、町内に生息している猫を、

飼い主のいない猫ですよ、保護する猫が町内

に生息している猫を保護をして、継続的に餌

をやったり水をやったり世話をしている猫と、

それから、保護しない猫が町内に生息してい

る猫に避妊手術を受けさせ、手術後に保護し

た場所に戻す猫というのがあるんですけれど

も、この違いは何なのかお聞きしたいと思い

ます。 

   それから、タクシー利用のほうは分かりま

した。アンケートなども取るということです

ね。 

   それから４款１項５目の健康増進事業です

けれども、75歳以上の方への対象だというこ

とで、集団の場所でやるという、具体的な場

所というのは施設なのか、それとも施設に入

っていない人は介護予防だから、施設に入っ

ていない人となれば公民館とか、高齢者の居

場所とか、どこの場所でどういうようなこと

を想定しているのだろうというふうに思って

おりますので、これもお答えをお願いしたい

と思います。 

○佐藤委員長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 初めに、かほく紅こ

ぎんのタペストリーの展示場所ですけれども、

今のところ町民ギャラリーを想定させていた

だいておりますので、２枚もご協力いただき

まして大変ありがとうございます。 

   あと続きまして76ページ、生ごみ処理機購

入についてでございます。 

   当然新しい事業ですので、周知については

させていただきたいと思っています。今ご提

案いただきました、ご利用いただいた方から

の声というところも、ご提案いただきました

ので検討させていただければというふうに思

います。 

   同じく４款１項３目の猫の不妊去勢事業に

ついてであります。 

   今のところ保護する猫、いわゆる飼い主の

いない猫について保護する猫と保護しない猫

というふうに分けたところでございますけれ

ども、個人で飼うのではなくて、外で例えば

ですね、この辺ではあまりないかもしれませ

んけれども、地域何軒かで飼っている地域猫

というふうに、一定程度継続的にえさをやっ

たり世話をしているという猫と、あとは全く

そうでなくて、そこに来ていたんだけれども

別に保護しているわけではないというふうな、

いわゆる保護しない猫、その場に放してしま

う、そういった猫に分けたいというような思

いでございます。 

   ただ、全く餌のやっていない猫等を無理や

り捕まえて去勢あるいは避妊の手術というの

は、かなり難しいなと。実際に動物病院の先

生にお伺いしたら、そういうふうに全く懐い

ていない猫については、手術するほうも無理

だというようなお話をお聞きしたところでご

ざいますので、ある程度餌をやったりして懐

いている猫、こういったものについてでない

と、動物病院でもかなり手術は難しいという

お話でした。 

   こういった動物愛護のＮＰＯさんの団体な

んかあるところでは、そういった方が積極的

にやっておられるとお聞きしております。 

   ただ、本町にはまだそういった動物愛護の

ＮＰＯ団体等はございません。ただ一定程度

地域でですね、餌やりなどをしているところ

があるのかどうか、そういったところにも広

げていければというところでの分類でござい

ました。 
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○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 かほく安心子育て応援事業

の給付でございますが、来年度から高校生入

学時ということで５万円の支給を考えている

ところでございます。 

   この入学時という考えとしましては、一応

今年度実施しているのが小学校へ入学時、そ

れから中学校へ入学時ということで、高校へ

の入学時というふうに考えたところでござい

ます。 

   その申請等といいますか、申請をしていた

だくような形になるんですけれども、中学卒

業の前の年といいますか、ちょうど今頃にな

るわけでございますが、その時点において中

学校あたりと相談しながら、事前に申請書等

を配布させていただければなというには思っ

ているところでございます。そこら辺は、抜

けのないように考えているところでございま

す。 

   次に、73ページのＨＰＶ、いわゆる子宮頸

がんワクチンのキャッチアップ接種ではござ

いますけれども、この人数について、一応

950人、平成９年から平成17年、950人を見込

んでいるところでございます。 

   続いて高齢者の保健事業と介護予防の一体

実施でございますが、基本的にはこちらから

出向いて指導していくという形になるんです

が、個別指導もありますし、例えばやはり通

いの場合での指導ということで、例えばいき

いきサロン事業の中での事業とか、あるいは、

それぞれ公民館での事業に入っていく、そう

いったものも想定しながら、介護とそれから

保健事業の一体的な指導をやっていきたいな

というふうに思っております。基本的には個

別指導のほうもあるのかなというふうには思

っております。 

○佐藤委員長 「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 ありがとうございました。大体分か

りました。 

   かほく安心子育ての先ほどのお祝いの、中

学校終わったら高校生への祝いなんですけれ

ども、うれしいんですけれども、やはり15の

春ということもあって、本当に受験、一番ナ

イーブなときに受験に失敗したなんていう人

たちのことなんかも考えると、お祝いになっ

てほしいなと思いますけれども、本当にうま

くいくように祈りたいと思います。 

   それから聞きたかったんですけれども、大

体いいかな。分かりました。ありがとうござ

いました。以上、終わります。 

○佐藤委員長 以上で９番丹野貞子委員の質疑を

終わります。 

   ここで11時20分まで休憩とします。 

     休 憩  午前１１時１０分 

     再 開  午前１１時２０分 

○佐藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   引き続き１款から４款までの質疑を続行し

ます。 

   「10番木村章一委員」 

○木村委員 38ページ、１款１項１目庁舎費の中

で、お金が要るかどうかは分からないんです

けれども、新しい執務スペース１階、２階、

３階なんですが、来庁者から見て見通しが悪

い状況があるのではないかと。高いファイル

キャビネットが、町民の視線を遮る状況にな

っているんですね。 

   設計の段階での配置図では高さの情報がな

かったので、ファイルキャビネットがあんな

に高いと思わなかったという状況があったと

思うんですが、これを何とかできないだろう

かと。ファイルキャビネット、横に長くある

のを90度動かして背中合わせにして、視線を

遮る幅を減らすなどというふうなことは、予

算がなくてもできるかもしれないんですが、

検討してはどうか、お聞きしておきたい。 

   40ページ、２款１項３目会計管理費で多様
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な収納というのが議論になっていて、セミセ

ルフレジなどの導入も検討されているようで

すけれども、多様な収納という検討はどう進

んでいるのか、それをどんなふうに予算に反

映されているかお聞きしておきたい。 

   それからちょっと戻ります。38ページ、２

款１項２目車両管理として、ここでお聞きし

たいんです。ここに具体的にはないんですけ

れども、総務課ということでお聞きしたいん

ですけれども、全庁の車両導入というのは、

新年度はどんなふうに計画されていて、それ

を全庁的にコントロールしているのかどうか。

これからゼロカーボン宣言で取り組んでいく

んですけれども、車両の場合は利用期間が10

年とか長いものですから、導入のときにちゃ

んとゼロカーボンに対応できるようなものを

選定していくなどという方向性をきっちり持

っていての導入ということなのかどうか、こ

こでお聞きしたいと思います。 

   具体的に言うと、電気自動車を導入して、

それでガソリンを使わないで、そのガソリン

を、電気は再生可能エネルギーを使うという

ふうにすれば、カーボン排出量が非常に少な

いというふうになると思うんですけれども、

車両導入について、そういった見通しを持っ

ているかどうか、お聞きしておきたい。 

   44ページ、２款１項８目新庁舎整備費で、

ここの時点に立ってようやく新庁舎整備費の

全体像が分かったと。令和３年度発注分と、

それからその解体費ですね、それから外構工

事整備費が、外構工事についてはまだ予算段

階ですけれども、ほぼ数字が出そろったとい

う状況で、全体の建設費はどうかということ

で、議案調査の段階でですね、総務産業のほ

うで資料を出していただきました。 

   全体で、総事業費39億7,855万2,000円です

か、というような数字が出てきました。これ

であともう一つ関心あるのが、役場機能緊急

保全事業債などを今回利用しましたので、ど

れだけ一般会計、一般会計といいますか町外

からの基金を財源に充てられたかということ

なんですが、そのことについてちょっとその

資料になかったので、今言った保全事業債の

中での、結局合計幾らぐらい交付税算入が期

待できるか。 

   それから県振興資金１億5,780万円のとこ

ろの導入資金などがあるのか。一般補助施設

整備事業債のところでも、そういったことが

あるのか。 

   あと石綿債というのも１億8,050万借りら

れていますけれども、そこにも、そういった

財源手当てがあるのかについてお聞きしてお

きたいと思います。 

   ちょっと前後しますが、42ページの広報広

聴活動、２款１項３目ですけれども、令和３

年度にドローンが導入されて、町の広報が非

常に立体感があるいい写真がよく使えるよう

になってきたなどというところで、目に見え

た成果がありますけれども、この先のドロー

ンの活用という点で、この予算も含めてです

ね、例えば使える人をもっと増やしていくと

か、この冬に自分の家の屋根の雪がどうなっ

ているかなんていうのを見たい、だけど上る

と危ないというときに、ドローンなんかある

と非常に具合がいいなとかと思うんですけれ

ども、あと、そろそろペンキ塗り替え、塗ら

なきゃいけないのか、どのぐらい傷んでいる

かなんて、なかなか屋根見られないなという

ときに使えないかとかというニーズは町民的

にはあるんですね。 

   役場でそこまで対応できるかどうかですけ

れども、役場の施設なんかもそうやって活用

して管理をするなんてことにも使えると思う

んですが、講習を受けてドローンを使える職

員というのは何人ぐらいいて、新年度はどう

いうふうにしていく、もっと増やしていくと
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か何かしていく予定なのかどうかお聞きして

おきたい。 

   それから66ページ、３款２項１目かほく安

心子育て応援事業、何人かから質疑がありま

したが、支給するタイミング、予算的には新

年度、４月になってから支給するというふう

なのが、新年度予算ですからそうなるかと思

うんですけれども、まず今の新規卒業して入

学する子供たちには、そういうふうにしてい

ただいたとして、この先については、２月末

とか３月、卒業が見えてきたと。次の中学校

へ上がるとか、高校へ上がるとか、小学校へ

上がるとかというときにお金が要るので、そ

のために使えるタイミングで給付すると、応

援するというのが一番喜ばれるんじゃないか

なと。１年分余計に財源をどこからか引っ張

って来なきゃいけないという数字があります

が、そのほうがいいんじゃないかなと。 

   先ほどの議論では、卒業お祝い金というタ

イミングになりますけれども、その辺、そう

いうふうに考えたほうが、より喜ばれるので

はないか。いかがでしょうか。 

   それから70ページ、３款２項５目認定こど

も園整備事業費補助金2,188万6,000円の内訳

をお聞きしたいと思います。 

   74ページ、４款１項２目新型コロナウイル

スワクチン接種事業でありますけれども、現

在、コロナ禍の第６次の感染に対応して頑張

っていただいているわけですけれども、これ

を早期に終息させる。変異株などがもしあっ

ても、次の第７次のピークが来ないようにす

るなどというのが１つ、今度の予算で狙って

いくところだと思うんですけれども、それも

含めて市販治療薬が十分に普及すれば、新型

コロナウイルスもインフルエンザ並みになる

かもしれないなどということをおっしゃる方

も出てきていますけれども、町として、町長

として、現時点でどんな見通しを持っている

のか、コロナに対してどんなふうにしていき

たいというように思っているのかお聞きして

おきたい。以上お聞きします。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 ちょっとワクチンのことで申し上げ

ます。 

   正直言って、私も非常に期待もあり、ただ

予断なく、しっかり打つ手を、今置かれてい

る状況の中で、できるだけ町として最善の対

応をしていく必要がある。これは当面続くの

かなというふうに覚悟しながら、１つ１つの

施策を、国・県の施策も併せて町としての役

割をしっかり果たしていく必要があるだろう

という認識でございます。 

   あと具体的なことについては、あと課長答

弁に譲った上で、またご指摘頂戴したいとい

うように思います。 

○佐藤委員長 「後藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○後藤防災・危機管理監兼総務課長 ２款１項一

般管理費に関しまして庁舎費で、新庁舎１階

から３階までの事務室の配置というふうなこ

とでありますけれども、議員も見ておられる

かと思いますけれども、キャビネットあるい

は事務机等については、これまでと違うレイ

アウトでありまして、特にキャビネについて

は壁面あるいは、カウンター下というふうな

ものを使いまして、あれ以上は置けないとい

いますか、あれ以上のレイアウトはないよう

なことになっております。 

   見通しが悪いというようなご指摘、ご意見

もありましたけれども、使い方もあると思い

ますが、カウンターで来客者にすぐ必要な書

類も背面ですぐ取れるというような意見もあ

るかと思いますので、そういった利点を生か

していきたいというふうに考えて、キャビネ

については今までどおり、あの場所に置きた

いというふうに考えてございます。 
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   あとは同じく２款１項１目一般管理費に関

して車両のことでありますけれども、庁舎内

で使用する車両につきましては、総務課のほ

うが一括管理して、各課のほうで必要に応じ

て使うといった、総務課で管理している車両

と、あとは各課に配備している車というふう

に区分してございます。 

   今年度につきましては、総務課で管理して

いる車といたしましてハイブリッドを購入し

たところでありますけれども、来年度購入の

車両につきましては各課見ていただきたいと

いうふうに思います。 

   それで、車両の購入のコントロールといい

ますか、購入計画でありますけれども、１つ

としては財政計画というふうなもので、車両

の耐用年数に応じて買うというふうなことと、

あとはもう１点、環境基本計画の中でも公用

車として庁舎内で使う車については、当然の

ことながらハイブリッド、電気自動車を目指

すというふうなことになっておりますので、

環境基本計画につきましては一般質問でも話

題になったところでありますけれども、そち

らのほうでの庁舎内の購入についての方針が、

大きい方針が示されるというようなことで、

財政計画と併せまして購入計画というような

ことになるのかなと考えております。 

   あとは２款１項８目の新庁舎に関して全体

像からの行く行くの起債、交付税の算入見込

みということでありますけれども、お示しし

た資料につきましては、令和２年度までの事

業費につきましては決算ベースと。３年、４

年度については予算ベースでお示ししたわけ

でありますけれども、その中の記載の内訳で、

役場機能緊急保全事業債というのがございま

す。こちらにつきましては、対象事業費の

90％が起債されるというふうなものでありま

すけれども、対象事業費分の75％が交付税措

置の対象になりまして、なおかつその30％が

算入されるというふうな仕組みであります。 

   これからいきますと、ざっとでございます

けれども５億円程度の交付税が基準財政需要

額というものに算入されるというふうに考え

てございます。 

   あとは、そのほかの起債でありますけれど

も、県振興資金につきましては、文字どおり

県のほうからお借りしているお金だというふ

うなことで、県の企業局関係の資金が原資に

なっているというふうには思っておりますけ

れども、そちらについては特に交付税の算入

はないと。 

   同じく一般補助施設整備事業につきまして

も交付税はないというふうに考えております。

あとは石綿債ということで、解体石綿除去に

関わるものについては、除去分について、石

綿の除去について起債ができれば、その中の

40％が特別交付税というふうな枠であります

ので、なかなか当てにしにくいところであり

ますけれども、交付税の算入が見込まれると

いうふうなことかと思います。 

○佐藤委員長 「岸会計管理者兼会計課長」 

○岸会計管理者兼会計課長 40、41ページ、２款

１項３目会計管理費の庁用器具費、セミセル

フレジの導入に関連しましてといいますか、

多様な収納の検討ということであります。 

   このたびのセミセルフレジの導入も、ある

一部の多様な収納の方法の一部かなとは思っ

ているところであります。 

   これまで、収納対策会議の中で検討してき

たわけでありますけれども、その収納対策会

議のメンバーが収納のある課の担当者という

ことで、なかなかこれまで口座振替中心、口

座振替のご案内も現金収納の方には案内しな

がら、約７割の方が口座振替しているような

状況であります。 

   そういった収納会議の中で前向きといいま

すか、これまでどおり口座振替のほうがいい
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んじゃないか。収納と多様な収納の方法とは、

ちょっと環境が違うといいますか、イメージ

が違うのかなと思っております。収納対策会

議はあくまで収納率を上げるための会議であ

って、多様な収納のほうは環境整備、利用者、

町民の方への利便性、効率性を促すものであ

るということでありますので、検討委員会た

るものを別個シャッフルしまして、もうちょ

っと実効性のある検討委員会を設置しながら、

必要性、町民の意見が聞けるかどうかは分か

りませんが、環境整備に向けて整える検討会

で検討していきたいというふうに考えておる

ところであります。 

○佐藤委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 42、43ページ

の２款１項６目広報費のところのドローンの

活用でありますけれども、広報の写真等にも

何回か使っておりますが、役場的には事業箇

所なんかを空撮して、どういった状況になっ

ているかとかというのを確認したものにも使

っております。 

  さらには昨年ですと、防災訓練のときにも使

いまして、どういう活用ができるかみたいな

ものを実験的にやっております。 

   民間への貸出しにつきましては、今のとこ

ろ考えてはおりませんが、職員のほうで何人

ぐらい講習を受けたかといいますと、職員が

講師になって受けたのが10人ぐらいはいたか

なというふうに思います。 

  ただ、ドローンの今登録というか何かが規制

が入ったようで、その登録について今どうい

った手続が必要かというものを確認しており

まして、規制がどこまで入っているのかも確

認をしているところであります。以上です。 

○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 67ページのかほく安心子育

て応援事業等の給付でございますが、さきの

委員の方からも言われたんですけれども、町

としては入学時にというようにさせていただ

いているところでございます。 

   一応、申請地点において河北町に対象者が

住所がある方というふうに限定させていただ

いております。 

   極端な話、卒業されて家族ぐるみで町内か

ら出られたと、転出されたというようなこと

もあるかどうかは分かりませんけれども、ま

ずは町内に入学時に住所があるというのが条

件にさせていただいているというのもござい

ます。 

   そんなところで入学時ということになるん

ですけれども、町としてはできるだけの申請

を、３月中にはそういった申請書を、学校と

連携して配らせていただきたいなというふう

に思っております。４月早々受付しまして、

できるだけ早い時期に交付したいと、そんな

考えでおります。 

   続きまして71ページの認定こども園の整備

事業費補助金の内訳でございますが、あいこ

ども園に対しまして1,092万4,492円となって

おります。ひなのこども園につきましては

1,091万6,024円というという形になっている

ところでございます。 

   それから75ページの新型コロナワクチンで

ございますが、第６波の中で、今頑張ってワ

クチン接種しているところでございます。 

   我々としましては、淡々と３回目接種をや

っていくしかないのかなというふうに思って

おりまして、65歳以上の方につきましては３

月末、１週間ぐらい前には終わる予定。64歳

以下については、３月下旬には始めていきた

い、そんな感じでいるところでございます。 

   委員がおっしゃるとおり、インフルエンザ

と同じように、市販といいますか町医者での

接種が可能になればいいのかなというふうに

思っておりますが、そこまで行くのにどのく
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らい時間がかかるかは、まだ分からないとこ

ろでございますが、我々としては、国の方針

に基づいて淡々と接種はしていきたい。若干、

職員の方の疲弊は、あるところではございま

すけれども、３回目接種で終わることを願っ

てやっていきたいというふうに考えておりま

す。 

○佐藤委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 執務スペースのファイルキャビネッ

トについては、もう一度落ちついて考えてい

ただきたいなと思います。横に２つ並べてい

るのを縦に背中合わせにすると、取り出しと

いうのはすぐに変わらないと思います。 

   さらに私、見てみましたけれども、町民が

来て座っているんです。そこに向かいに職員

が座ると、そこの後ろにスペースがなくなる

かというと、そうでもないぐらいの余裕があ

りそうなので、一度背中合わせにキャビネッ

ト２つを90度傾けて、そうすると大分今見通

しがよくなって、閉塞感が大分町民から見る

と軽減されるのではないかなと。 

   本当は、あのキャビネットをどこかへ移せ

ば一番いいと思いましたが、どこにも置くの

がないという状況は見えましたので、苦肉の

策でそういうこともあり得るんじゃないかな

と思いました。１回置いちゃったから、そう

簡単に変えたくないという気持ちもあるかも

しれませんが、ちょっと考えてみて、どこか

目立たないところで１か所やってみるとかと

いうふうにして試してみていただいたらいか

がかなと思います。 

   それから多様な収納について、要するに今、

担当課長から説明があったように、収納を上

げるというのとはまた別に、いろいろな方法

で収納したいというニーズも根強くありまし

て、それに応えていくのに１つの動きだとは

思います。セルフレジに関連してバーコード

が納付書について、それがあると新年度すぐ

ではなくて、その次の年度あたりになるんで

しょうか、ネットとかクレジットカードから

の決済などもできるという見通しになってい

くのですかね。そのことについてお聞きして

おきたいと思います。 

   それから、これはそうですね、それぞれの

車がどうかということではなくて、先々のゼ

ロカーボンに向けての活動という点では、ま

だまだ日本では、今の段階だと電気自動車が

少ないんですね。買おうと思ってもなかなか

とは思うんですが、しかし、10年ぐらい乗る

とすると、ここでガソリンを使う車かガソリ

ンを使わない車かという選定は、結構カーボ

ン排出量に大きな影響が出てくるという点で、

より一歩進んだぐらいの判断を行政としては

していくべきなのではないかな。全体として

そういうような、ＨＶもガソリンを使うんで

すね、ハイブリッドでエネルギー効率はいい

けれどもガソリンを使いますので、ガソリン

を使わないというふうに思い切って切り替え

ていくなんていうことが、もう求められてい

るのかなと、特に行政にはそれを求められて

いるかなと思うので、もう一度、どなたが判

断するんですかね、判断する方にお聞きした

いと思います。 

   新庁舎につきましては、借入金のうちの５

億円プラス7,000万ぐらいですか、５億7,000

万ぐらいは財源手当てが期待できるというこ

とは分かりました。 

   ドローン活用では、民間というか町民の中

でもドローンをうまく使っている方もいらっ

しゃるんですが、なかなか一般町民がそれを

使ってちょっと何かしようと思うと、なかな

かハードルがまだ高いみたいなので、町民に

一定期間を区切ってとか、何かでちょっと町

民に利用していただく、場合によっては職員

がついていってなどというような、そういっ

た考えなんかないかどうかお聞きしておきた
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いと思います。 

   かほく安心子育て応援事業については、確

かに考えてみれば、４月に町民に新しくなっ

た人には出したいと。３月いっぱいでどこか

に引っ越していってしまう子供には、ちょっ

と何というかもったいないといいますかね、

ということは、ここ数人ですか何十人か引っ

越しがあるのかもしれないんですけれども、

もらう側、利用する側の、そういう移動がな

い人たちにとって非常に、前にいただいたほ

うがずっと値打ちがあると思うんですよね。

これであの分がちゃんと買ってあげられると

か、準備できたというふうになると思うので、

ちょっと悩ましいところであるんですが、も

らう側から、利用する側から見ると、出てい

った人にはあげて、後から入ってきた人には

追加であげるというぐらいの太っ腹な対応な

どもあっていいんではないんでしょうか。 

   町長ですね、これは。いかがでしょうか、

町長。かほく安心子育て応援事業を、年度の

前に給付するというふうにご検討いただけな

いでしょうか。 

   認定こども園については、これはやはり例

年、私は非常に大きな問題があるというふう

に言っているものですが、まだ同じ内容で補

助を予定しているということですので、この

問題は、大きな問題があるということを指摘

しておきたいと思います。 

   新型コロナワクチンについては、町独自で

でも状況判断ってやはりしておかなければい

けないのではないか。今回のワクチン接種の

間隔、８か月から６か月と変わりましたが、

独自に判断を持っていて、ある程度そうなっ

ても、６か月になっても対応しようというふ

うに腹積もりのあった河北町などではですね、

ほかに先駆けて対応ができたと。 

   そうすると、県内で一番最初にワクチン接

種を始めたと、なかなか河北町は住民のこと

をよく考えているというようなことでは、い

ろいろな事業と併せて河北町のイメージがよ

くなるというようなことにもプラスになると

思うので、状況をよく見て、国の指示を待つ

だけでなくて、指示なしにはいかないんでし

ょうけれども、来たらすぐに対応できるぐら

いの先をよく見ておくということも必要なの

ではないかと思うんですが、そこのところを

もう一度お聞きしておきたいと思います。 

   以上、もう一度お聞きします。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 まず子育て応援給付金給付事業です

けれども、太っ腹という話をしましたけれど

も、町民の税金であります。そういった意味

で、やはり町民に対する給付の在り方として、

やはり住所要件をどう考えるかというのは、

額的にはそう多くないと思いますけれども、

額の問題というよりは制度の仕立ての問題な

のかなと現時点では慎重に考えております。 

   あとそれからワクチンですけれども、やは

りワクチンの接種については、厚労省を中心

に専門家の意見を聞き、その中で状況、常に

動いています。敵も変異しますし、それに対

する武器も変わってまいります。 

   そういった意味で、国政レベルでしっかり

とした感染防止対策、それを根幹に置くとい

うのはこれは基本だと思います。その上で、

臆測で、想定を立てておくというのは非常に

大事だとは思いますけれども、実際動き出す

というところは、やはり国・県、その中での

町の役割というものを踏まえて、スピード感

を持って、あるいは機動的に、弾力的にとい

う点もあるかとは思いますけれども、安全に、

かつ確実に、しかも安心して接種していただ

けるようにということもあります。 

   ワクチンに対しても、早くしたいという方、

慎重に考えている方、いろいろいらっしゃい

ます。いろいろな場合を想定しながら仕事を
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進めるというのは、これは当然の前提であり

ますけれども、そこは否定せず、しっかり考

えていく必要があると思いますけれども、実

際実施に移していくというところに当たって

は、根拠のある通知なり、あるいは供給計画

なり方針というものをベースに、最終的には

踏み出していく必要があるというふうに考え

ております。 

   おっしゃる意味は分かるんですけれども、

非常に大事なところだなというふうに思いま

す。 

   いずれにしても町民の方々には、ワクチン

を待っている方、悩んでいる方、いろいろい

らっしゃると思います。そういった声という

ものはしっかり、町民の方々の町に対する期

待なりというものがどこにあるかというもの

は、しっかり声を傾けていきたいというふう

に思っております。 

○佐藤委員長 「河内副町長」 

○河内副町長 私のほうからは、公金の多様な収

納と、あと公用車の件でお答えさせていただ

きたいと思います。 

   いずれにしても、基本はできるだけ最少の

経費で最大の効果を上げなければいけないと

いうような仕事のスタンスで何事も進めなけ

ればいけないところでございますが、まず公

金の収納につきましては、これまではクレジ

ットカード決済とかいろいろ話もあったとこ

ろでございます。 

   ただ、手数料の問題などもございまして、

なかなか導入ができないというようなことが

あったんですが、今、様々な決済方法が出て

きておりますので、そういったこともトータ

ルで検討させていただきまして、納めていた

だく税金でございますので、場合によっては、

経費は少し余計にかかる場合であっても、納

税者の利便性が優先される場合もあるのかな

というふうに思いますので、そういった検討

も事務改善のほうでさせていただきたいとい

うふうに思います。 

   それから公用車の件でございますが、日進

月歩で技術革新がどんどん進んでいく中で、

電気自動車等につきましては、今後当然導入

を考えていかなければいけないだろうという

ふうに考えているところでございます。以上

です。 

○佐藤委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 ドローンの使

い方でありますけれども、基本は広報の写真

撮りも当然ありますが、町の様々な事業、農

林やら都市整備とか、あと例えば危険空き家

の確認とか、防災訓練とか、そういったもの

にも使えるかと思います。まずはそういった

ところで活用していきたいというふうに考え

ております。 

○佐藤委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 多様な収納方法ということ

で、副町長のほうからお話があったんですが、

参考になるとは思うんですが、税の担当のほ

うから、共通納税システムというふうなこと

でのお話を申し上げたいと思います。 

   今回、賦課徴収費のほうに490万ほどのシ

ステム改修の費用を計上させていただいてお

るんですが、この中身につきましては、共通

納税システムにおいて町県民税、固定資産税

軽自動車税、国保税について納付書にＱＲコ

ードを付します。 

   １つはｅＬＴＡＸによる納付、２つ目が金

融機関窓口による納付、あと３つ目がスマホ

の納付等、納税者の利便を高めて多様な収納

ということにつながるのではないかというこ

とになるんですが、そのためのシステム改修

を行いまして、令和５年度からの実施に向け

ているということを申し添えたいと思います。 

○佐藤委員長 「10番木村章一委員」 
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○木村委員 以上で終わります。 

○佐藤委員長 以上で10番木村章一委員の質疑を

終わります。 

   ここで昼食のため午後１時まで休憩としま

す。 

     休 憩  午前１１時５９分 

     再 開  午後 １時００分 

○佐藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   引き続き１款から４款までの質疑を続行し

ます。 

   「11番石垣光洋委員」 

○石垣委員 それでは質問いたします。 

   36、37ページ、２款１項１目総務費一般管

理費、いじめ重大事態発生時再調査委員会委

員報酬９万8,000円についてお伺いします。 

   再調査委員会を設置する判断は、どのよう

なときに行うのかお伺いします。 

   河北町教育振興計画では、いじめの解消率

向上と不登校への対応のいじめ防止対策推進

法で規定しているいじめ防止基本方針や、い

じめに対する措置等について、確実に実行さ

れるよう関係機関との連携や情報提供等を積

極的に推進しますとあります。 

   いじめを認知する力を高める、不登校の未

然防止、スクールカウンセラーや教育相談員

を配置して支援、適応教室「ゆうゆう」の設

置を継続しますとあります。 

   再調査委員会を設置する判断はどのような

ときに行うのか。当事者にとっては人生の重

大事態となるが、判断について伺います。 

   次に42、43ページ、２款１項６目総務費、

総務管理費、広報費、町史編さん事業費で会

計年度任用職員報酬310万3,000円とあります。 

   町史編さん事業として会計年度任用、専任

の方で１年間で完成するのかお伺いします。 

   次に44、45ページ、２款１項９目総務費、

総務管理費、まちづくり推進費、地域振興総

合交付金についてお伺いします。 

   2,355万2,000円とあります。令和３年度コ

ロナ禍で執行できなかった事業が各地区であ

ったと思いますが、４年度交付するに当たり、

令和３年度執行できなかった事業の返金を求

めるのかお伺いします。 

   次、50、51ページ、２款２項２目賦課徴収

費、過誤納還付金490万円とあります。内容

についてお伺いします。 

   次、60、61ページ、３款１項１目民生費、

社会福祉費、社会福祉総務費で河北町福祉施

設等新型コロナウイルス感染症対策事業費補

助金250万円とあります。 

   １施設当たり５万円ということですけれど

も、250万円だと50施設だと思いますが、町

内の50施設、内訳など考えていることがあれ

ばお尋ねします。 

   次に３款１項１目、60ページ、61ページ、

低所得世帯の冬の生活応援事業扶助費450万

円。 

   令和３年度は福祉灯油購入助成費というこ

とで392万円でした。増額でございますが、

この対象要件は、令和３年は８つありました

けれども、令和４年の要件はどうなのか、お

伺いしたいと思います。 

   70、71ページ、３款２項５目民生費、児童

福祉費、児童福祉施設費、保育料無償化に向

けた段階的負担軽減補助金とあります。無償

化の目標年度についてお伺いします。 

   以上お願いします。 

○佐藤委員長 「後藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○後藤防災・危機管理監兼総務課長 ２款１項１

目の一般管理費の中で、河北町いじめ重大事

態再調査委員会に関してでありますけれども、

こちらのほうは、河北町いじめ防止対策の推

進に関する条例というふうなことで、平成30

年に制定されました条例に基づくものとなっ

ております。 
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   その前段といたしましては、いじめ防止の

基本方針の策定及びいじめの防止のために、

１点としてはいじめ問題対策連絡協議会とい

うものを教育委員に設けるということになっ

ております。 

   再調査委員会の、その前段となります組織

といたしまして、河北町いじめ問題専門委員

会というものを、学校設置者が学校教育法の

規定によりまして、重大事態に係る事件が起

こりましたときに調査をするというものを設

けるものであります。 

   議員お尋ねの河北町いじめ重大事態再調査

委員会につきましては、その委員会、河北町

いじめ問題専門委員会におきまして調査した

事項について再調査する必要があった場合に

町長が設置することができるというものであ

ります。 

   こちらに関しましては再調査ということで

ありますので、これまで、幸いなことに委員

会を設置した経過がございませんけれども、

教育委員会部局で設置しました委員会で調査

した結果において、なお不足といいますか再

調査する必要があると認められたときに、町

長部局で設置するというものであります。 

○佐藤委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 42、43ページ、

２款１項６目広報費の町史編さん事業費、会

計年度任用職員報酬に絡んでの古文書という

か文書の解読というか編さんが１年間ででき

るかという質問でありますけれども、町に今

あります古文書というか町史を編さんするた

めの資料は、かなりのボリュームもまだあり

ます。 

   それを解読をして、ある程度まとまった段

階で本をつくるという形にしていますが、１

年でできるかと言われるとなかなかそうもい

かない分量がありますので、そのテーマに沿

って、また解読というか資料の編さんをして

おりますので、１年でできるものもあれば数

年かかるものもあるというふうに承知してお

ります。 

○佐藤委員長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 44ページ、２款１項

９目まちづくり推進事業の中の地域振興総合

交付金について、令和３年分のできなかった

事業の返金を求めるのかということでござい

ますけれども、この地域総合交付金事業は、

令和４年５月に前年の実績報告と令和４年度

の申請をいただきます。その差引き額の交付

というふうになりますので、返金ということ

ではなくて令和４年度の申請と相殺をさせて

いただきます。そういった形での交付となり

ます。 

○佐藤委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 50、51ページ、２款２項２

目賦課徴収費でございますが、その中の過誤

納還付金490万円についてのお尋ねでござい

ますが、本来の税額よりも納め過ぎたという

ケースのときに、主に申告を経てというふう

なことで、よく税額が変わる場合があるんで

すが、納め過ぎた場合ですと、それにつきま

して還付をするという形になります。 

   この場合、ここで490万につきましては法

人町民税と個人町民税について所要の額につ

いてここに計上させていただいております。 

   以上でございます。 

○佐藤委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 61ページの河北町福祉施設

等新型コロナウイルス感染症対策事業補助金

でございますが、委員がおっしゃるとおり１

施設５万円のコロナ関連の対策グッズあるい

は消毒など備品等買っていただくものに対し

て補助金を出すものでございます。 

   その50施設を一応想定しているわけでござ

いますが、これにつきましては児童福祉施設



 

- 221 - 

関係が16、それから高齢者施設関係が27、そ

れから障害者施設関係が７で一応50というふ

うに想定しているところでございます。 

   続きまして、その下の低所得世帯の冬の生

活応援事業扶助でございますが、これは今年

度まで実施しておりました福祉灯油県助成事

業と同じ対象となっておりますので、いわゆ

る非課税世帯でありまして、先ほど８項目の

条件の方、対象の方ということで、それと同

じような対象になっているところでございま

す。 

   続きまして、保育料無償化に向けた段階的

負担軽減（幼稚園分）の補助金100万8,000円

でございますが、71ページでございます。こ

れにつきましては、県の事業としまして保育

の所得の階層の３、４、５階層について段階

的に負担を軽減するということで、それに町

が乗っかりまして無償化にするというように

なっているものでございます。 

   これにつきましては、今のところ県のほう

では令和６年度までには実施するということ

で、６年中にその後のことは検討したいとい

うような県の考えのようでございます。以上

です。 

○佐藤委員長 「11番石垣光洋委員」 

○石垣委員 終わります。 

○佐藤委員長 以上で11番石垣光洋委員の質疑を

終わります。 

   次に「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 それでは、私から３点ほどお聞きし

ます。 

   まず最初に、47ページ、２款１項９目７節

紅花活性化推進事業のかほく紅こぎんについ

てであります。 

   先ほど９番議員もお聞きしましたが、それ

に付け加えて質問をさせていただきます。 

   先ほどの説明で、お願いしますと言われた

こぎんの枚数が1,000枚以上集まったという

ご報告がありましたけれども、その集まった

こぎんの内訳、例えば町外は何枚くらいあっ

たのか、町内は何枚ぐらいあったのか、その

辺のところの数をお聞きいたします。 

   それから、55ページ、２款４項４目河北町

長選挙費です。 

   選挙運動用自動車使用経費公費負担分96万

8,000円、同じようにポスター作成経費101万

4000円、同じようにビラ作成が11万3,000円

と予算書のほうに上がっておりますけれども、

この金額を出す基準というのは、何か法的に

決められたものがあるのかどうかというのを

お聞きします。 

   それからもう１点ですけれども、77ページ、

４款１項３目３節再生可能エネルギー設備導

入事業補助金330万。今回から蓄電設備装置

が対象になりましたという説明が、予算審査

のときにございました。その対象台数は何台

ほどお考えになっているのかお知らせくださ

い。以上です。 

○佐藤委員長 12番細矢委員に申し上げますが、

紅こぎん1,000枚集まったのは令和３年度の

事業です。ですから４年度の予算に合わせて

質問してください。 

   「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 ２款１項９目紅こぎ

ん関連のあれですけれども、1,000枚以上集

まったということで、枚数ですけれども、今

確認しているのが、町内では166枚ありまし

た。パーセンテージにして16％ほどですか、

全体で1,045枚でしたので、ということです。 

   最初、こちらにつきましては、昨年の３月

14日にこぎんフェスタということで、青森か

らこぎんの佐藤陽子先生をお呼びして開催を

し、令和３年10月１日から作品募集させてい

ただいたところです。 

   目標としまして500枚という目標を掲げた

ところですが、それを倍になる1,000枚が集
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まったところであります。 

   件数について、370件370人ほどですけれど

も、北海道から鹿児島まで31都道府県からお

寄せいただきました。 

   一番多かったのが、やはり青森の佐藤先生

の影響もございますか、青森から一番多うご

ざいます。109件ほどあります。 

   山形県につきましては、町内からは47件で

ございましたので、それ以外の県内は23件と

いうことであります。宮城から11件ですか、

埼玉県からも16件ほど来ております。 

   おかげさまで、大きさが高さ242センチ、

横が５メートル50という大変大きなものにな

ったところであります。 

   展示につきましては、先ほど申し上げまし

たけども１階の町民ホール、町民ギャラリー、

そちらのほうに４月１日から展示をさせてい

ただきたいと思ってございます。そのあと、

資料館にもゴールデンウイーク期間中も展示

したいなというふうに予定をしております。 

   非常に皆様からご協力いただき、誠にあり

がとうございました。 

   続きまして４款１項３目再生可能エネルギ

ー設備導入事業費補助金であります。 

   こちらにつきましては、これまで太陽光発

電システムの補助に加え蓄電池設備の設置に

も補助をしていくというものであります。 

   太陽光発電システムにつきましては、１キ

ロワット当たり３万円ということで、最高４

キロワットまで補助してまいります。ですの

で12万円ですけれども、それの15件分を見て

おります。 

   あと蓄電池に関しましては、１キロワット

毎時当たり２万円、これ最高５キロワットま

でですので10万円ほどですか、これに関して

は15件を見込んだものでございます。 

○佐藤委員長 「後藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○後藤防災・危機管理監兼総務課長 ２款４項４

目河北町長選挙費の中の選挙運動用自動車使

用経費交付負担金等の積算というようなこと

でありますけれども、こちらにつきましては、

河北町議会議員及び河北町長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例というもの

をご可決いただいたところであります。 

   その中でご説明もしているところでござい

ますけれども、まず自動車使用経費公費負担

金につきましては、条例の中で一般運送契約

ということで、ハイヤーにかかる経費につい

ての公費負担もしくはその他の契約というこ

とで、自動車借入契約いわゆるレンタカー契

約についての経費、燃料供給のための経費や

運転者の雇用に関する経費ということで、そ

のどちらかを選ぶということになっておりま

す。 

   予算の積算に当たりましては、一般運送契

約のハイヤーの経費というものを積算の根拠

にしておりまして、選挙運動費の各日につい

て６万4,500円というものがございましたの

で、その単価と選挙運動の日数、候補者のほ

うは３名と仮定いたしまして積算したもので

あります。 

   ポスター作成経費の公費負担につきまして

は、１人当たりの固定経費として31万500円

ということがございます。あとは１枚に要す

る単価525.6銭ということで、単価とポスタ

ーの掲示場の箇所数ということで積算がされ

ております。 

   こちらについては、同じく候補者３人とい

うことで、河北町のポスター掲示場52か所と

いうものを積算の根拠にして算定したもので

あります。 

   ビラ作成経費につきましては、候補者１名

について5,000枚というものがございますの

で、それに単価７円51銭というものを掛けま

して計算して、これも候補者３人ということ
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で算定したものであります。 

   いずれも、単価等につきましては国から示

された単価をそのまま条例化させていただい

たものであります。 

○佐藤委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 河北町長選挙費は分かりました。根

拠の数字がこうだったというので分かりまし

た。 

   太陽光発電と併用した蓄電器の、その台数

も分かりました。単価も補助金額も教えてい

ただきました。 

   蓄電設備というものが、先日の委員会での

会議のときには、太陽光発電と併用して利用

されるというふうに聞きましたので、現在使

われている、太陽光発電をなされている方が、

この設備を申請したときに、こういう補助金

が受けられるというふうに理解してよろしい

のでしょうか、ちょっとお聞きします。 

   あと紅こぎんのほうは、本当に皆さんのご

協力があって、この作品が仕上がるというふ

うに思っております。大変うれしいことだな、

これをやはり町の観光の資源の１つとして発

信していく、とてもいい作品が出来上がった

ことに大変御礼を申し上げて、その作品の発

表が待ち遠しく思われます。 

   それでは蓄電器の設備だけの説明をお願い

します。 

○佐藤委員長 「宇野まちづくり推進課長」 

○宇野まちづくり推進課長 蓄電池設備につきま

しては、太陽光発電設備の新設に合わせて設

置するもの、または以前に、前年度までに太

陽光発電所設備を設置し、それに接続するた

めのものというふうに想定をしております。 

○佐藤委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 やはり蓄電設備というのが整えば、

やはり災害時とか停電すると、停電時などに、

こういうものがとても活用されるのではない

かと思いますので、やはりこの設備設置が普

及されることを願っております。終わります。 

○佐藤委員長 以上で12番細矢誓子委員の質疑を

終わります。 

   以上で１款から４款までの質疑を終結しま

す。 

   次に、５款から８款までの質疑の通告を求

めます。 

   （１番、２番、３番、５番、６番、７番、

８番、９番、10番、12番の通告あり） 

   １番、２番、３番、５番、６番、７番、８

番、９番、10番、12番。落ちありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   それでは、「12番細矢誓子委員」からお願

いします。 

○細矢委員 それでは引き続き質問させていただ

きます。 

   私は１点お願いします。 

   95ページ、７款１項４目観光施設費の動物

園費であります。 

   このたび、児童動物園改修設計業務委託

1,400万円が予算に計上されておりますけれ

ども、私これを見まして動物園、前にも一般

質問をさせていただきましたときに、動物園

を本格的に本町の観光資源として考えていた

だいて、こういうふうにリニューアルという

かリノベーションを図るというふうなお答え

をいただいたのが、きちんと形になったなと

思って高く評価をするものであります。 

   それでは、この設計のコンセプトは、どの

ようなものになっているのかお尋ねをいたし

ます。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 95ページの動物園費設計委

託料でございますけれども、こちらのコンセ

プトでございますが３つございまして、１つ

目が、既存の施設を生かしながら新庁舎と一

体となり、多くの人に親しまれにぎわう動物

園。２つ目が、バリアフリーやユニバーサル
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デザイン、天候に配慮した来館者に優しい動

物園。３つ目が、動物に優しく良好な飼育が

できる動物園。この３つを柱に改修工事を考

えております。 

○佐藤委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 とてもいいコンセプトであります。 

   動物に優しい、そうですよね。やはり見る

人もそうなんですけれども、そこに住んでい

る動物たちにも優しい環境というのは、とて

も大切なことであるなと思っております。 

   それでは、ここが児童動物園だというとい

うことに対してのこだわりなどは、どのよう

にお考えでしょうか。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 この動物園につきましては、

以前そこにありました谷地保育所の歴史から

始まった動物園というふうに理解しておりま

すけれども、児童動物園としましては、今回

の改修につきましても、動物と触れ合えると

いうふうなところを重視しまして、触れ合い

が天候に左右されずできるような動物園にし

ていきたいというふうに考えております。 

○佐藤委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 天候に左右されないというと、やは

りある程度大きな屋根というかドームがあっ

て、その中でいろいろなことができるという

ふうに理解してよろしいんですか。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 具体的には、これから行い

ますプロポーザルで決めていただくことにな

りますけれども、イメージとしましては、今

あります剝製動物館、そちらの施設を、そう

いった建物の中でも触れ合いができるような

施設というふうなことで考えております。 

○佐藤委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 既存の建物をやはりうまく利用して

というふうなコンセプトもありますので、や

はりそういう考えなのかと今思いましたけれ

ども、そうしますと、例えば動物園自体の面

積は各所大きくなるんでしょうか。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 すみません。今の私の発言

で誤解を招くと悪いので改めさせていただき

ますけれども、剝製動物館につきましては耐

用年数等もございますので、あそこを生かす

かどうかというのは、まだ決まってないとこ

ろでございますけれども、動物園の面積につ

きましては、今の面積ということで考えてお

ります。 

○佐藤委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 あそこの児童動物園は、救護の機能

を持っているというふうに、私は前に調べた

ことがあるんですけれども、その機能を生か

した動物園にこれからもしていくご予定です

か。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 今の動物園は救護所の機能

も備えておりまして、今後もその機能は継続

していきたいと考えております。 

○佐藤委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 もちろん動物も、やはりいい環境と

いうことはもちろん大切ですけれども、飼育

員さんたちの環境なんかもちゃんと整ったよ

うな施設にしていただかないと、と思います

ので、その辺のところをよくお考えなさって

いただいていますか。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 先ほどのコンセプトの最後

の３番目で、良好な飼育ができる動物園とい

うことでうたっていますので、飼育員さんの

環境のほうも考えていきたいと考えておりま

す。 

○佐藤委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 やはり県内にたった１つの動物園と

いうことで、観光資源としてうたっておりま

すので、やはり見に来た方がとてもすばらし
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いという感想をお持ちになって、それでまた

いろいろな場所で発信していただけるような

すばらしい動物園になることを期待しており

ます。ありがとうございました。 

○佐藤委員長 以上で12番細矢誓子委員の質疑を

終わります。 

   次に、「10番木村章一委員」 

○木村委員 82ページ、６款１項３目紅花栽培関

連業務委託でありますけれども、令和２年度、

令和３年度と同額でありますが、当初説明を

受けたときには、紅花を栽培して、経済性も

図りながら、検証しながらというような方向

性かなというふうに思っていたんですが、実

際にやってみているところによると、修景地

として、なおかつ場所的に修景してもらうの

にちょっと不都合があるような場所だったり、

車を止めるスペースが少なかったりなんてい

う状況になったりもしておったようですが、

農林振興課がやるわけですので、経済性、紅

餅にしてうまく活用できるかどうか、そうい

ったこともやるという考えは、それは変わら

ないのかどうかお聞きしておきたいと思いま

す。 

   それから82ページ、６款１項３目サクラン

ボ安定生産対策の補助金でありますけれども、

去年度といいますか、令和３年は不作で農家

は苦労しましたけれども、そういった教訓も

う踏まえた補助の運用というふうになるのか

どうかお聞きしておきたいと思います。 

   同じ82ページ、６款１項３目のサクランボ

雨よけハウスは、紅王栽培の支援などにも使

われるということなんですが、紅王のこの先

の出荷といいますか販売戦略、河北町ではこ

れをサクランボのもう一つの柱にしていきた

いというようなお考えがあるようなんですが、

その戦略といいますか、いつ頃から売り出す。

当面、収穫量が少ないので県のほうでまとめ

て、まずは売出しなんかを図っていくようだ

というような説明をちょっと聞きましたが、

河北町としての販売戦略は、いつ頃からどん

なふうにしていこうなんていう考えがあるの

かお聞きしておきたいと思います。 

   それから88ページ、６款１項９目農商工連

携推進費、６次産業化推進の予算だったわけ

ですけれども、ここにこういう形になって、

ネットワーク推進協議会、ネットワーク協議

会ですか、が令和３年度にようやく発足して

動き出すということのようなんですが、これ

は話合いだけしてくれとかいうことではなく

て、具体的に商品開発などをやっていく、そ

ういったものというふうに見ていいのかどう

か。その協議会の活動のイメージについて、

まず説明いただきたいと思います。 

   それと、商工会と農林振興課が、今度直接

連携していくようなことにもなっていくのか

なと思うんですけれども、これまでそういっ

たことがあまりなかったようなので、その辺

の連携など大丈夫かどうか、お聞きしておき

たいと思います。 

   それから90ページ、７款１項１目ふるさと

づくり寄附事業であります。 

   令和３年度途中から作業を委託、事業委託

といいますか、委託というようになっていま

すけれども、改めて委託のメリットを説明し

ていただきたいと思います。 

   それから92ページ、７款１項３目観光協会

補助金でありますけれども、観光が少し置い

ていかれるみたいな感じが、地域商社がうん

と頑張って表に出てくるという中で、観光と

いうのがちょっと置いていかれるというか、

ほかが進んできている感じがするんですが、

地域商社と観光協会の連携などというのを意

識して進めるべきではないか。 

   事務局長に役場職員を派遣するという大胆

な手を打っているわけなので、この辺のとこ

ろでの効果というのは、どんなふうなのか。
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なかなかここがこうなったんだよというとこ

ろがちょっとよく分からないんですが、その

辺のところもどうなのかお聞きしたいと思い

ます。 

   さらに94ページ、７款１項４目の紅花資料

館、学芸員を配置したわけですが、それとあ

と館長も選任をするということになりました

が、その辺の効果をどう把握して、４年度は

さらにそれをどう伸ばしていこうという考え

なのか、お聞きしておきたい。 

   96ページ、７款１項４目道の駅であります

が、町民から、ワイナリーと２階の試飲コー

ナーというのは道の駅に合わないんじゃない

かなというのは、いまだに大きい声、多くの

方から言われるんですね。 

   町ではそれを進めるというふうになってお

るわけなんですが、車で立ち寄る施設でアル

コール飲料を積極的に進めるみたいなところ

の不整合性を町民は心配しているんですが、

これについて町民に丁寧に説明をしていくと

いうことが必要ではないかと思うんです。こ

の辺どう考えているかお聞きしておきたい。 

   最後に102ページ、８款２項２目除雪費で

す。このシーズンですね、路面の出る除雪と

いう点では、雪の降り方が早朝から降るとい

うのが結構何回かあって、除雪担当の方には

ご苦労いただいたということで、せっかく掃

いたのに路面が雪に隠れるということもあり

ましたが、頑張っていただいていると、意識

してやっていただいているんじゃないかと思

うんですが、さらに早期の排雪、路幅の確保

も早い遅いがあって、若干こっち早くしてと

いう声はありましたが、全体として頑張って

いただいてるなと思います。 

   間口除雪は、タイミングとか、あと国道・

県道沿いがどうなるんだという課題が、ここ

は課題があると。 

   交差点の見通し確保は、今年もなかなか難

しいというか労力がかかるということもある

のか、今後とも課題かなと思います。この辺

のところを担当課として把握して、それを解

消しようという予算になっているのかどうか、

お聞きしておきたいと思います。 

   さらに、雪押し場確保などについてはコロ

ナが邪魔をして、各区長さん方の協力なんか

が少し不足だったかななんていうふうにも思

いますが、この辺もどうしようとしているか

お聞きしておきたい。以上、お聞きします。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 農林

振興課の82ページ、83ページ、紅花栽培関連

業務委託、129万に関連してでありますけれ

ども、令和３年度も行ったわけでありますけ

れども、令和３年度も紅餅までつくったとい

うことで、令和３年度につきましては、７月

15日に中部小学校の３年生に紅花摘みなどを

体験していただいたりしております。 

   紅花修景地だけではなく、いろいろな体験

をしてもらったり、その中で出てくる虫など

の研究なども普及課のほうとも併せて行った

り、いろいろなことをやって紅餅までつくっ

ているということになります。 

   令和４年度につきましては、同じ場所に近

くなるんですけれども、近くにライスセンタ

ーもできたので、令和４年度はライスセンタ

ーの駐車場もお借りできるということで改善

を図っているところで、令和３年度の植えた

ところと、西側のほうに移りまして場所を検

討したというところに改善を図って、世界遺

産を目指すという中で紅餅までをつくってや

っていきたいということで、令和４年度は考

えているということになります。 

   続きましてサクランボ安定生産対策事業費

に関わる令和３年度４月の凍霜害に関連しま

して、令和３年作については、サクランボは

大変不作というか大変な年でありましたけれ
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ども、それに対応しまして、令和３年度中か

らオイルヒーターなどの対応ということで、

青果物安定基金のほうの企業があるわけです

けれども、町のほうを通らない事業になりま

して、そちらのほうでオイルヒーターなどを

導入する事業を行ったり、令和４年度の町の

事業であります魅力（かち）ある園芸やまが

た所得向上支援事業費補助金の中で、令和４

年度として、町としてもオイルヒーターなど

の霜対策費なども考えたということで、安定

生産に努めるということで考えているところ

であります。 

   あと、紅王につきましては、まだそんなに

量が取れないということで、県全体として、

令和４年度につきましては東京のほうでも先

行販売をするということで、まだ河北町とし

ても、そんなに量が取れないということであ

ります。まだ数年、本格的に収量が取れるま

では時間がかかるということでありますので、

その取組については河北町果樹振興組合と検

討を重ねて、本格的な生産量ができるまでに

は戦略を練っていきたいなというところにな

ってございます。 

   続きまして89ページに係ります農商工連携

推進事業費に係ります河北町農商工観光連携

推進ネットワーク協議会につきましては、令

和４年１月17日に委員の方を14名委嘱しまし

て設立を図ったというところになります。 

   令和３年度中に協議会をつくるということ

で目標を掲げました結果、協議会をつくった

わけでありますけれども、委員の中には農業

者、商業者、工業者ということで、それぞれ

実践する方々も含まれております。 

   この中から農商工連携というようなことと、

観光まで含めた中で、実際にこの協議会の中

から出るほかに、いろいろな組合せなどを含

みながら、農商工連携を含んだ農業を出発点

にした所得向上につながるような形で、令和

４年度は協議会を進めていきたいということ

でありまして、その中からも、協議会の中か

らも１つ、２つ、農商工連携につながったよ

うな形で何か河北町の６次産業品ということ

で物ができればなということを課題というこ

とでつくっていきたいということで考えてい

るところであります。 

   商工会とのつながりでありますけれども、

これまでも、令和３年度も、令和元年度から

グローバルづくりということで行ってきてお

りまして、商工会とはコミュニケーションを

取りながらやっているということで、令和４

年度もさらに連携を実施して、農商工連携の

事業も含めてやっていきたいということで考

えているところです。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 初めに91ページ、ふるさと

づくり寄附事業の外部委託にしたメリットと

いうことでございますけれども、こちらにつ

きましては昨年の８月からシフトプラス株式

会社に外部委託をしているわけですけれども、

こちらにつきまして、当然シフトプラス株式

会社さんは専門業者でございますので、お客

様の問合せにつきまして的確な対応をしてい

ただけるというところは大変助かっていると

思っております。 

   また、ほとんどの方がインターネットのサ

イトを見て河北町に寄附をしていただくとい

う形になるかと思いますけれども、そのサイ

トのつくり込み、見た目というものが、やは

り今までの河北町の見た目とは変わってよく

なってきていると。 

   それに伴いまして寄附額も上がってきてい

るということを見ますと、メリットは大きい

ものなのかなというふうに思っております。 

   またシフトプラス株式会社さんのほうでは、

当然河北町のほかに、ほかの市町村の事務も

請け負っております。私ごとになりますけれ
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ども、河北町でない、シフトプラスさんが請

け負っているほかの市町村と、あとは市町村

独自で行っている町、その２つに試しに寄附

してみました。 

   そうしましたところ、やはりシフトプラス

さん、業者さんのほうは対応が早いです。あ

とはやはり、いろいろな市町村のことをやっ

ておりますので、こちらからまた返信してや

る封筒等につきましても、使いやすいといい

ますか、分かりやすいようなもので対応して

いただいているし、あとは返礼品が送ってく

るときにも、きちんとメールであらかじめ返

信をしてもらったりということで、やはり丁

寧な対応をしていただいているなというふう

に思っております。 

   あと続きまして、93ページの河北町観光協

会補助金に伴います観光協会が少し見えなく

なってきているというふうなお話ですけれど

も、こちらにつきましては、ここ数年、どん

が祭りとひなまつり、観光協会が核となって

行っている事業がないというところもあるの

かなと思っておりますけれども、地域商社と

の連携につきましては、これまでも地域商社

が行っておりました観光プランにつきまして

も、観光協会のほうも一緒になった部分で対

応していく、これまでもしておりますので、

今後もそういったことで、地域商社とは連携

した形で観光業を行っていくということにな

るかと思います。 

   あと、事務局長を置いたメリットといいま

すか、そういったものにつきましては、やは

り観光協会の体制あとは経理などにつきまし

て、きちんとした形で整ってきたと考えてお

ります。 

   ただ、まだ新しい事務局長につきましては、

まだそこまで育ってはいないかなというふう

には思っているところでございます 

   あと95ページの紅花資料館でございますけ

れども、学芸員、館長を置いたことによる変

化ということですけれども、学芸員につきま

しては企画展を中心に一生懸命展示をしてい

ただいているところでございます。 

   また、もともと学芸員を置くということで

一番の仕事としていただきたいというところ

が、これまであります展示資料の整理でござ

います。こちらにつきましても、事務室のほ

うに簡易的な撮影場所といいますか、撮影を

するようなスタジオのようなものをつくりま

して、１点、１点写真を撮って整理をしてい

るところでございます。 

   また、これまでなかなかできなかったほか

の資料館との連携も、少しずつ行ってきてい

るというふうなところで頼もしく思っている

ところでございます。 

   館長につきましても、館長がいることで、

今のところコロナの影響でなかなか館長とし

ての出番が少ないですけれども、そういった

館長が対応しなくてはいけないような方が来

たときには対応していただいているというこ

とで今、対応しているところでございます。 

   あともう１点、97ページの道の駅のワイナ

リーの件でございますけれども、こちらにつ

きましては検討委員会を行ったわけですけれ

ども、その中でもアルコールというところで

議論になったところでございました。 

   ただ、その検討委員会の中で、全体の道の

駅を管轄しております県あとは国の職員の方

も同席していただいた中で検討したときに、

その方々からも意見を聞いたところ、やはり

ほかの道の駅でも地ビールとかワイナリーと

か、そういったものを併設している施設があ

るので特に問題はないというふうなご意見を

いただいた中で進めてきた事業でございます。 

   またご存じのとおり、河北町の道の駅は面

積的にも狭い敷地にありますので、他の道の

駅との差別化が必要だというところで、検討
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委員会の中でも話し合われた結果、ワイナリ

ーという結果が出たところでございます。 

   町民に対する説明ということでございます

けれども、こちらにつきましては町報を通し

ましてできる限り説明をしていきたいという

ふうに考えております。 

   また、いろいろなご意見があるかとは思い

ますけれども、河北町のワインを飲めるのを

楽しみにしているというふうなお声を、この

頃聞くことができるようになったということ

で、少し喜んでいるところでございます。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 経緯とワインの部分ですけれども、

やはり検討委員会の段階から、そこに対する

懸念は最初の段階からありました。その経過

は、今課長が申し上げたとおりですけれども、

道の駅でアルコールを出していないかといえ

ば、出している道の駅はいっぱいあります。

ただ大分試飲とか、そこに特化しているので、

非常に心配のご懸念というのは、やはり一般

的に心配される方の意見があるというのは当

初からもありましたし、検討委員会でも、方

向づけをした中でも、やはりそういった声が

あるというのは十分想定しながら、委員から

もご指摘がありましたけれども、これからオ

ープンに向けて、いろいろ道の駅、まだまだ

どういう道の駅かということは、これから、

来年準備を進めていく段階ですので、そうい

ったご懸念もいらっしゃるという声も十分受

け止めながら、説明あるいはＰＲに努めてい

きたいと。 

   なお、当然２階の試飲のところでは、アル

コールだけでなくてノンアルコールのソフト

ドリンク、それもできるだけ地場の素材を生

かしたソフトドリンクということも含めて、

親しまれる、あるいは試飲していただける２

階ということをしっかり準備していければな

と思っております。 

○佐藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 101ページから103ページに

あります道路除雪費についてでございます。 

   木村委員おっしゃるとおり、今年度も昨年

度に引き続き豪雪で、非常に大変な思いをし

たところでございます。 

   本日の速報としましては、山口観測所で積

雪が本日83センチ、昨年は53センチというこ

とで、今の現状では積雪のほうは昨年より大

きくまだ上回っているというようなことです。 

   その要因は、２月に及んで非常に降雪が多

かったというようなことであります。出動の

回数も、昨年度は決算ベースで20回、今年度

は既に22回出ているというような状況で、予

算の支出も今現在非常に大きいものになって

おります。 

   木村委員おっしゃるとおり、今年は特に、

暗いうちからしんしんと降って、もう早朝２

時、３時ぐらいには出動の判断ができるとい

うような部分があまりなく、どちらかといえ

ば朝方遅い時間帯に出動の判断をせざるを得

ないといったこともありまして、どうしても

町道除雪の完了時間が遅くなってしまうとい

うようなこともございました。 

   その影響で、間口除雪に関わる分について

は特に早いタイミングで掃き終えてほしいと

いう希望に沿えないということもありまして、

その辺は自然に立ち向かいながら我々頑張っ

ていっているということで皆さんのご理解い

ただきながら、対応、ホットラインなどを通

じて丁寧に説明しているところでございます。 

   あと併せて今回、こういった実情を把握し

た中で予算化しているのかというようなお話

でございますけれども、昨年、今年の部分は

まず特別過ぎるなというふうに思っているん

ですけれども、過去の出動回数などを統計的

なものを把握しながら、一定程度平均的な出

動回数というものを見込みながら、今のとこ
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ろ総計予算の中で計上させていただいている

というような状況であります。 

   あと雪押し場の話もちょっとございました

けれども、雪押し場につきましては、昨年度

民地のご提供が44地点で、地区の方からご提

供ということでありましたけれども、今年度

に入りまして53地点で、少しずつではござい

ますけれども、地域の方々のご理解をいただ

きながら押し場の確保も推進しているという

状況です。 

   昨年度は区長会とのそういった顔を合わせ

ての会議ということはなかったので、周知の

ほうまだ深まっていない部分があろうかと思

います。来シーズンに向けても、そういった

部分ちゃんと周知を深めた中で、そういった

雪押し場の確保という部分が路線各所にある

と、やはり作業のスピードも早まりますので、

そうした部分も、区長さんをはじめ地域の方

にご理解いただきながら、引き続き除雪の推

進に当たってまいりたいと思っています。以

上です。 

○佐藤委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 紅花の栽培関連業務委託ですけれど

も、紅餅もつくって、紅花栽培をして、ぜひ

農家の皆さん採算取れますよと、このぐらい

は紅餅が取れてというような、例えば参考に

できる、10アールとか20アールとかつくって、

これだけの紅餅が取れましたよとか、何かそ

ういう具体的な試算というか、実験してこの

ぐらい取れたみたいな、そういったことなど

を狙っているのか。それとも紅餅をつくると

ころまでやれているという、そういった狙い

なのか、その辺紅餅何キロぐらい取れたかと

いうのは、分かれば教えていただきたいと思

います。 

   それからサクランボ対策は、紅王について

は、まずは食べてみないとよく分からないみ

たいなところがあって、本当に思い切ってお

いしいぞと言えるかどうみたいなところ、ち

ょっとやはり食ってみないと分からないみた

いなところがあるんですが、一般町民に少し

ずつでも口に入りそうになるのは何年ぐらい

になるなと見ているんですか。大体の見当、

数年かかるというふうに言われて、数年って

いつなんだみたいな感じなんですけれども、

早ければこの辺みたいなのがちょっと分かっ

たら教えていただきたいですね。 

   そうすると、おいしければとか、特徴があ

りますから一気に馬力がかかっていくんじゃ

ないかなと思うんですけれども、いつ頃なの

かなということをちょっと、分かれば教えて

いただきたいと思います。 

   それから、農商工連携のネットワーク協議

会についてなんですけれども、具体的に物も

つくっていくということで、河北町は米とか

サクランボとか枝豆とかそういったものなど

が大きな看板とした食材がありますが、それ

以外もイタリア野菜とかいろいろあるわけで

すけれども、試作していろいろやってみると

いうスタンス、立場としては、１つ２つつく

って、みんなに見せたらおいしくなかったと

か、うまくいかないとか、うまく売れないと

かいうのでめげては駄目だと思いますね。そ

う簡単にはいかないですよ。１つつくったら

うまくいくじゃなくて、10個ぐらいつくって

１つぐらい当たればいいぐらいのスタンスで、

いろいろと、とにかく思いついたらやってみ

て取捨選択して、売れそうなやつを押してみ

て、それでもあと、物がおいしくても高いと

か何かで売れないとかいうこともありますか

ら、ぜひそういうスタンスで、めげずに粘り

強く、楽しくやるというようなスタンスが必

要だと思いますが、その辺はどうなのかなと

いうことを、私いろいろ経験しているもので

すから、そんなふうに思いますが、いかがで

しょうか。 
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   それから、ふるさとづくり寄附事業の外部

委託ですけれども、外部委託したときの経費

が、寄附金と経費との関連、結局差引きで残

った分が幾らかというのが町にとっては一番

関心事なわけですが、その辺の経費なんてい

う点では、どういうふうになるのかなという

のをちょっと、ざっくり見たところを教えて

いただきたいですね。 

   人件費、町の場合だったら人件費はなかな

か見えないところがあるので、評価しづらい

かもしれないんですが、そこもちゃんと評価

して、人件費分は全部要らなくなるとなった

ときにどうなんだというところはどう評価し

ているかお聞きしておきたいというふうに思

います。 

   それからその会社、外部委託を受けていた

だいている会社は、結構な人数が、町内の、

あそこに通っていただいていると。それはそ

れでなかなか面白いことで、そういう人たち

が河北町のたたずまいに触れてですね、何か

住みやすさところなんで河北町に住んでみよ

うとか、そういうようになるような、そうい

った誘導なんかをどこかで念頭に置いている

というのはあるのかどうか。 

   今100人ぐらいで、いずれ200人ぐらいに増

やすとかという話もあるのか、そこまでいか

ないのか。結構、何十人かいらっしゃいます

よね。100人ぐらいいらっしゃるんじゃなか

ったかな。そういう人たちが、せっかく河北

町に来たんだから河北町に、何かこう町民に

なるような何かないんだろうかというのも考

えてもいいんではないかと思うんですけれど

も、部門が違うんですかね、そういうことを

考えるのは。いかがでしょうか。 

   道の駅のワイナリーと試飲コーナーについ

ては、町長がおっしゃるようなことなんです。

やはり、なかなか町民を説得し切れないとこ

ろがあるんですね。そうなので、ここのとこ

ろは努力して、しっかり説明して、道の駅に

ぜひ行ってみようというふうに思っていただ

きたいんですね。何か道の駅だよと。そこで

酒の飲ませるとかね、どんどん飲ませるみた

いな、本当にいいのと。もしかしたら、その

道の駅というのは、これは私が言っているん

じゃなくて、そういうふうに言う方がいると

いうことですが、町民じゃなくて町外からバ

スか何かでどっと集める、来てもらうってそ

ういうことを想定しているから、そういうこ

とを考えるんじゃないかみたいな言い方する

人もいるんですね。 

   だから、道の駅、私たちの、河北町の町民

も行けるところというんじゃない発想なのか

なみたいないう言い方もするので、ここはち

ゃんと丁寧に、こんなふうにみんなで楽しめ

るんですよというところは、ぜひしっかりと

説明していかなきゃいけないなと私思うもの

ですから、もうちょっとしっかりとそこを認

識していただきたいということですが、いか

がでしょうか。 

   除雪については、今回からですか、町の機

械、除雪機があってそれを委託するというん

ですか、人を雇うというんじゃなくて人だけ

委託するみたいな、運転だけ委託するという

ようなのが新しいやり方ですかね、やられた

と。 

   あと、除雪機を運転する研修もやろうとし

たというのを、新年度に向けてはどんなふう

に、どう評価して今度はどうやろうとしてい

るか。どういう予算になっているか、もう一

度お聞きしたいと思います。以上お聞きしま

す。 

○佐藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 道の駅のワインというか、やはりそ

こだけに先行して「運転していくんだから寄

ってもしょうがないよね」というようなこと

で、町民の方々に思われるということは、非
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常にこれからの道の駅、皆さんに楽しんでい

ただく、県外からも来ていただく、町外から

も来ていただく、そういった意味では、町民

の方々の口コミって大きいと思いますので、

やはり町民の方々から、「いや、運転してい

ても十分楽しめるものが盛りだくさんなん

だ」というようなことを、やはりそういった

口コミ、やはり町民の方々から理解してもら

うというのは大事な点だと思いますので、そ

こはしっかり対応させていただきたいという

ふうに思っています。大事だなと思っており

ます。 

   あと農商工観光連携ですけれども、１回目、

私が参加させていただいている協議会として

立ち上げさせていただきました。 

   それぞれ構成メンバーにはそれぞれのポジ

ションポジション、農協の方々も含めて、生

産者団体も含めてですけども、商工会、商社、

観光協会、いずれもこれまで、それぞれのネ

ットワークを持っていらっしゃる組織あるい

はネットワークを持ってらっしゃる事業者、

個人の方も含めて、いわばプレーヤー的な形

でも、今後協議会からスタートして、あるい

は協議会の枠をさらに発展的にプレーすると

ころまでも意識した協議会だというようなこ

とで、私なりの思いも込めて第１回目スター

トしました。 

   第１回協議会が終わった後、仙台のほうで

活躍されている講師のお話も伺って共有した

ところです。そこで出されたのは、やはり１

つは農商工観光連携、６次産業っていろいろ

な取組はあるけれども、やはり何を目的にし

ていくのというその目的、あとそれからター

ゲット、やはりこの２つがきちっと共有して

いくことが、スタート時点から共有していく

ことが大事だというような講演の内容だった

というふうに思います。 

   また、ヒットするために、どれだけの蓄積

の上にあるいはトライの上に、そういったも

のが出てくるか、そして定着していくか、本

当に並大抵のことではないというふうにも思

います。 

   ただそういう中で、協議会のこれからの、

来年度は、まず今年立ち上げて、来年度は一

応検討、ただ検討ってただデスクで検討する

んじゃなくて、セミナーであったり、あるい

は視察まであるかどうかというのは今後です

けれども、具体的には令和５年からの具体的

なアクションにつながるように、４年度は検

討という位置づけをしております。 

   そういう中で、今話になっているのは、ア

プローチとしてはそういった農商工観光連携

によるもの、付加価値のある製品、あるいは

さらにその販売というようなところを見据え

た取組と、あともう一つの視点が食のツーリ

ズムです。観光を入れているというのはそこ

の部分なんですけれども、食のツーリズムの

視点も、この２つのアプローチがあるよねと

いう話を今しておりまして、この両面から、

どっちからスタートを切っていくのか、その

辺は来年十分検討の中で整理していければな

と。セミナーの中で戦略戦術も考えていけれ

ばなというふうに思っております。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 紅花

栽培関連業務委託に関して、ベニバナの一般

的な栽培に至るところもシステム化というか、

世界農業遺産を目指して農業としての紅花と

いうことを考えていますので、そのシステム

化が、ちょっと今農林振興課としては一般化

するためのマニュアル化なども含めて課題と

なっているところです。 

   その取りまとめを令和４年度にだんだんと

行っていきたいというところで課題として考

えているところであります。 

   あとサクランボの安定生産対策に関連する
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「やまがた紅王」についてでありますけれど

も、一般的に消費者が食べられる時期につい

ては、正確にはまだ分からないと。一般的に

この辺で消費されるのは、まだ数年というと

ころの詰めがまだ、具体的には誤った情報に

なると悪いので、まだ具体的には分からない

ところでありまして、まだ試供的にも食べら

れる状況だということで、一般的にはまだ数

年かかるというところと思います。その数年

がまだよく分からないところだと思います。

以上です。 

○佐藤委員長 以上で10番木村章一委員の質疑を

終わります。 

   ここで２時25分まで休憩とします。 

     休 憩  午後２時１１分 

     再 開  午後２時２３分 

○佐藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   先ほどの１款から４款までの質疑の中で、

11番石垣光洋委員の質疑に対する答弁で訂正

したい旨の申出がありましたので許可します。 

   「後藤防災・危機管理監兼総務課長」 

○後藤防災・危機管理監兼総務課長 申し訳あり

ません。 

   先ほどの一般管理費の中のいじめ重大事態

再調査委員会の設置に関しまして、河北町い

じめ問題専門委員会の設置に関する根拠法令

を学校教育法と申し上げましたが、いじめ防

止対策推進法の誤りでありました。訂正させ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

○佐藤委員長 引き続き５款から８款までの質疑

を続けます。 

   「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 私からは３点お願いいたします。 

   まず１点目は、90、91ページ、７款１項１

目の商工総務費ですけれども、ここの中のか

ほく創生牽引地域商社の支援事業のことです

けれども、所管ですので、そこで働く地域お

こし協力隊のこととか、地域活性化起業人負

担金のお話などをお聞きしました。 

   それで、ここの問題点といいますか、総務

の中でもみんなで話し合ったんですが、ここ

は町が４分の１出資している会社、かほくら

し社、４分の１ではないのか、その中で私、

ちょっと今質問しているのが違うのか、そう

だと思ってしているんですけれども、じゃあ

後でいいですか、はい、分かりました。ちょ

っと整理がなっていないようですので、次の

質問をいたします。すみません。 

   私が思って今質問していたのは、かほくら

し社について、地域おこし協力隊地域活性化

起業人を起用してするということなんですけ

れども、そこの中の、今の商工会の２階が事

務局で、そこでいろいろなことをするという

ことなんですけれども、かほくらし社は、地

域商社は社員がいないということが１つの問

題点ではないのかということで、私たち全員

協議会でも嶋田副社長に来ていただいて地域

商社の話を聞いたり、今後の目指す姿とかい

ろいろ聞いて、大体かほくらし社のやりたい

ことみたいなのをお伺いしたんですけれども、

その中で特に力を入れていたのが、国の事業

である地域おこし協力隊とか、地域活性化起

業人みたいな人を起用をして、町も協力して、

そこで頑張ってもらうというふうなことだっ

たと思うんです。 

   だけれども、その中で、やはり社員がいな

いといいますか、今やっているのは商工観光

課の事務局長さんとか、課長さんが一生懸命

になってやっているということではないのか。 

   すみません、間違ったら言っていただきた

いんですけれども、そういうふうに私は理解

していて、ちょっとこの会社、嶋田副社長さ

んはコンサルタント会社に前勤めていて、し

っかりした方だというのは、副社長さんは思

うんですけれども、どうもかほくらし社の姿

がよく見えないというか、地域商社が一生懸
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命頑張ろうとしているんだけれども、何か姿

がよく見えないし、今後どういうふうになっ

ていくのか、町ではどのように扱っていくの

かということを、私も不勉強であれなんです

けれども、それをお聞きしたいと思います。 

   ２つ目ですけれども、８款２項２目、100

ページ、101ページですけれども、道路維持

費です。道路維持費で、春先になりますと、

今まで雪掃きが大変だったけれども、今度穴

が空いて、特に私が目につくところは、新し

いヤマザワの通り、谷地溝延線ですか、もう

穴ぼこで、なかなか通るのが穴をよけながら

通っているという状態なので、いつ頃の補修

になるのか、なるべく早くしていただければ

というふうに思うんですけれども。 

   それからもう一つが、町道の中で寒河江川

左岸の町道、桜づつみの下の道路も雪が消え

たらやはり穴が深くなっていて、ちょっと細

いし危ないなということで、まず事故防止の

ためにも気づいたところからやっていただけ

ればということで、どのように計画をなさっ

ているかお聞きしたいと思います。 

   それから、桜づつみの町道の道路なんです

けれども、去年一般質問させていただきまし

たけれども、また間もなく桜の開花の季節に

なりますと、高齢施設の車などがたくさん高

齢者を乗せて桜を見ながら通っている姿がま

た来るのかなと思うんですけれども、一般質

問でも申し上げたとおり、寒河江のほうから

来る道路と河北町のほうから行く道路が狭い

ので、すごく危ないということを指摘しまし

て、それを解消するのに、桜の咲いている時

期、ある時間一通にみたいなことで寒河江市

と交渉してほしいというようなことを申し上

げましたけれども、その桜の来る前に、その

話はどうなったのか、看板設置などのお話も

あるようにお聞きしていますけれども、その

ことをお聞きしたいと思います。 

   ３点目ですけれども、８款４項３目の、

106ページ、107ページ、最上川グリーンパー

クの管工事で洗い場をつくるという予定のよ

うですけれども、どの場所にどのようなタイ

プといいますか、広さといいますか、つくる

のか、その周りに何か調理場というか台みた

いな、あるのか、ただの洗い場なのか、そこ

ら辺の計画もお聞きしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○佐藤委員長 ９番丹野委員に申し上げます。 

   ただいまの質疑の中で、地域商社かほくら

しに関することがありましたが、令和４年度

当初予算との関連性という点でのみお答えさ

せるようにいたしたいと思います。よろしい

ですか。（「はい、分かりました」の声あり） 

   「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 今の委員長のあれですけれ

ども、ちょっとだけ補足させていただきます

けれども、かほくらし社、こちらにつきまし

ては、４分の１は町ではなくてべに花の里振

興公社、こちらのほうが４分の１出資してい

る会社でございますので、町は直接そちらの

かほくらし社のほうには出資していないとい

うことになります。 

   あともう１点ですけれども、社員がいない

ということですけれども、正式な社員につき

ましては、東京の三軒茶屋のほうには３人ほ

ど、かほくらし社の社員としてはいらっしゃ

るんですけれども、こちらのほうには正式な

社員がいらっしゃらなくて、商工会の課長と

事務局長が主にそれを担ってくださっている

ということになります。 

   町としましては、今後ともかほくらし社、

地域商社につきましては、町ではできないよ

うなことがございますので、そういったこと

も含めまして、両輪となってできれば一緒に

やって進めていきたいというふうに考えてお

ります。 



 

- 235 - 

○佐藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 まず最初に101ページ、道

路維持費に関連しまして、谷地溝延線の話が

ございました。谷地溝延線につきましては、

今年度から道路の路盤の再生工事を行いなが

ら、先ほどスモールスタートと言っていまし

たけれども、少し延長的な、非常に全体の延

長約３キロの中で255メートルほどでござい

ますが、舗装の打ち替え工事も実施しており

ます。引き続き今回新年度予算の土木工事、

これにつきましては103ページの道路新設改

良補助のほうの土木工事と、あと昨日ご可決

いただきました令和３年度の大型補正分の工

事と併せ持って新年度になってからですけれ

ども、舗装の打ち替え工事を進めようという

計画になっています。 

   ただいずれにしましても、この工事、今現

在補助事業を活用しながら事業を進めようと

いうことで、なかなかビッグなスタートがい

けていないというのが今の状況でございます

けれども、引き続き財源を確保しながら、で

きるだけ委員ご指摘のとおり安全な道路とい

う形で舗装の復旧に当たれればということで

感じております。 

   またそういった中で、補助事業で対応しき

れない部分も、まだしばらくの間続く期間が

あるかと思いますけれども、そちらに関しま

しては、101ページにある道路維持費のほう

の修繕料または舗装工事などで、オーバーレ

イなどで一部分危険な箇所について穴埋めな

どを入れながら事業を新年度展開していきた

いと考えております。 

   あわせて、寒河江川左岸の桜づつみ関連の

町道の部分の穴のこともありましたけれども、

町内各所いろいろなところで全て穴空きの箇

所はたくさんございますので、この101ペー

ジの道路維持費のほうの修繕あるいは舗装工

事の中で、町内各所でそういった分は安全確

保のための対応を進めていきたいという考え

方でございます。 

   あとあわせて桜づつみに関わる開花時期の

規制に関して、今年度一般質問していただい

た部分で、これについては、答弁の中で寒河

江市とか、向こうのほうにも生活道路もある

中で規制を入れるという中で、あの後、我々

も寒河江市役所とお話をさせていただいてお

りますが、なかなか委員ご提案のような形に

は、今まとまっておりません。改めて、そう

は言ってもやはり往来する方の安全確保のた

めの何か誘導看板的な、規制看板でなくて誘

導看板的な、そういったお願いごとの看板で

も何かできないものかという部分については、

引き続き継続して年度末までに一定程度の解

決策を見出そうということで、今協議はまだ、

お話ししているさなかでございます。 

   まだ答えはないんですけれども、そうした

中で規制というよりは緩い中でもできないも

のかということで、寒河江市役所のほうとも

いろいろ協議を今図っている最中でございま

す。 

   あとあわせて、続きまして107ページ、最

上川グリーンパーク費についてでございます

けれども、今回新たに管工事で137万5,000円

計上させていただきました。 

   洗い場の設置ということで、場所につきま

しては道の駅河北の堤防沿いにベニバナマー

クの階段がありますけれども、そこの脇に、

今既存の水飲み場があります。そこの脇に洗

い場を設置しようという考え方であります。 

   言葉で言うと分かりづらい部分があるんで

すけれども、蛇口が５つあって、今動物園の

ほうに水飲み場があるかと思います、コンク

リート製の。ああいった仕掛けのものでコン

クリート製のもので洗い場を設けたいという

ことで、コンクリート製のものです。 

   寸法的には、幅的には横幅２メートル75セ
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ンチほどの幅の中に蛇口が５つあるという中

で、あとは蛇口３つの部分は高さ95センチぐ

らいの高さ、あとは低いほうで約65センチぐ

らいの蛇口部分が２つという中で配置を考え

ていきたいと思います。 

   ただ、この場所につきましては土地が河川

敷になりますので、当然そこに置かせていた

だくために河川占用の手続などを踏まえなが

ら、この工事を展開したいということで、そ

ういった手続を踏まえた中ですけれども、で

きるならば秋の行楽シーズンを前にして事業

が完了できればということで、我々考えてい

ますし、あと併せて来年度は道の駅のリニュ

ーアルにおけるいろいろな事業がありますの

で、それとの関連性も含めて早めに洗い場と

いうものを、早期に事業を終えて谷地橋の下

のほうへ、アウトドアが今ブームですので、

なるたけ早くそういった形でご利用いただけ

るように進めていけたらと考えております。

以上です。 

○佐藤委員長 「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 じゃあ時間まで、すみません。 

   ありがとうございました。 

   それでは、洗い場のほうは分かりました。

本当にあそこはいい場所ですので、洗い場が

あって、あそこの前は何年か前ですか、あそ

この階段にベニバナマークも80万ぐらいかけ

てきれいにしてもらいましたし、分かりまし

た。 

   あと、先ほどの道路工事につきましても、

道路改修ですか、穴埋め作業もいろいろと要

望はあるかと思いますけれども、特にやはり

ヤマザワさんに来るお客さんはたくさんいま

すので、あの道路はやはり早めにしていただ

いたほうがいいなと思いますので、何とぞ計

画を進めていただきたいと思います。 

   それから桜づつみの道路なんですけれども、

先ほど、今一生懸命課長から寒河江市と協議

を進めてくださっているということで、河北

町から行ったところの公園から下、私としま

してはあそこの道路のほうに下がって、それ

でお茶屋さんのほうに続く道路に出ればいい

のではないかと思っているんですけれども、

確かに寒河江市の生活道路にもなっていると

いうことで、そんなに規制というほどのもの

ではなくても、申合せ程度のものでもいいの

かなと思いますので、課長のほう十分に流れ

というか、どういうふうにしたらいいかいろ

いろ思って協議をなさってくださっていると

思いますので、３月末に少しでも改善されて

いるような話合いが進んでいくことを願って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

   それから地域商社ですけれども、すみませ

ん、私が町と言ったんだけれども町ではなく

て振興公社ですね。ここがどうも、何しろ嶋

田副社長が説明に来てくださったときに、町

というふうに何か私の頭にしみついてしまっ

て、すごく町がそういうようにしているみた

いなことだったような気がしたので、本当は

振興公社なんだけれども、すごく町の応援が

あるということで、地域商社のほうもすごく

頼っているというか、信頼できるところがス

ポンサーになっているということが地域商社

を河北町で頑張るというのの足掛かりという

か気持ち的にそういうことがあるんだなとい

うふうに私は感じましたので、すごく熱弁も

振るって、こういうようにしたい、河北町の

ために頑張りたいということを話されていた

のでいいんですけれども、やはり今お聞きし

たように東京には３人社員さんがいるんだけ

れども、河北町には商工会で事務局長と課長

が頑張っていて、あとは皆さんそういう町お

こしの人とか、今度新しい制度の下に来る地

域活性化起業人のプロフェッショナルな人で

すか、そういう人を呼んで宣伝をしてもらっ

たり、事務的なことのプロ的なことをやって



 

- 237 - 

いただくという話は伺って、何となく東京に

は社員さんがいても骨のない会社といいます

か、周りはちゃんとしているんだけれども、

みんなやはり社員じゃないので、商工会の事

務局長さんも課長さんも異動があったり辞め

たりすると、その次は誰になるのとか、地域

おこしの方も期限が来たらどうなるのとか、

住みついてくれればいいですけれども、また

地域活性化起業の方も３年間というふうな、

いい制度だと思うんですけれども、その方が

また地域商社について社員厚生の役を担って

くれればいいんですけれども、何かまだもや

もやとした、本当の軸がない、骨のないよう

な会社に思えて、ちょっと不安であります、

私は。 

   ですので、説明を聞いてこういうふうに走

るんだなという姿は見えましたけれども、ま

だまだ不安材料があるので、やはり今後も少

し地に足をついた会社にしていただきたいな

という思いで質疑をいたしました。 

   この点について、課長はどのように思って

いるのかお聞きしたいと思います。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 私としましても、やはり早

く地域商社が独り立ちできる会社として経営

できればと思っております。 

   また、本当の社員としての方を１人置いて

ほしいという話もしているところでございま

すので、引き続きお話をさせていただきなが

ら進めていきたいと思います。 

   また、道の駅のほうも令和５年度から指定

管理ということで、かほくらし社のほうにお

願いすることになっておりますので、そのと

きまでにはきちんと体制が整うのかなと思っ

ているところで、期待しているところでござ

います。 

○佐藤委員長 委員長から申し上げます。 

   ９番丹野貞子委員の質疑の途中ですが、こ

こで、東日本大震災で犠牲になられました数

多くの方々に対しまして、心からのご冥福を

祈り、地震が発生いたしました午後２時46分

から１分間、黙禱をささげたいと思います。 

   皆さん、ご起立ください。 

   黙禱始め。 

   お直りください。黙禱を終わります。 

   ご着席ください。 

○佐藤委員長 ９番丹野貞子委員の質疑を続行し

ます。 

   「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 それでは続けます。 

   今の課長のお考え、分かりました。委員会

としましても、地域商社という会社には非常

に期待をしているので、頑張っていただきた

いという委員会としても応援はしております。

ただ、町民の方がやはり、私が今申し上げた

ようなことを大変心配なさっていると思いま

すし、なさる前に地域商社は何だということ

も分からないと思うんですね。ですのでやは

り、町民の理解を得ながら事業を進めていく

ことが大事だというふうに委員会でもまとめ

ましたし、私もそのように思いますので、ぜ

ひそのようにこれからもよろしくお願いした

いと思います。終わります。 

○佐藤委員長 以上で９番丹野貞子委員の質疑を

終わります。 

   次に、「８番松田收作委員」 

○松田委員 それでは私から４点ほどお伺いした

いと思います。 

   第１点目、88ページ、６款２項２目、これ

は林道整備事業費532.9万というようになっ

ております。これは本当にこの頃ですけれど

も、１つは高齢化によって管理する人がだん

だん少なくなる。将来的にどうなんだろうと

いうような気がしますけれども、その辺はお

話しになったのかどうか、まず１つお伺いし

ます。 
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   それから第２点目、83ページ、６款１項３

目の紅花栽培関連事業委託129万というよう

になっています。これは本当に「雛とべに花

の町」、こういうことで本日も議長席に見え

ますけれども、聞くところによると、土中消

毒等もしてですけれども、本当に沢畑の齋藤

祐一さんが頑張っていただいて、日本で初め

て１回の地植えも考えてですけれども、あれ

の中で、ハウスの中で２回、いわゆる３回年

間に栽培できるというような方法、これこそ

本当の発見だと思っております。べに花の里

にふさわしい、本当に大事な発見だったと思

っております。 

   その中で、129万の中で、彼のした功績、

これに対してのお金がどれほどあったのかな

と思って、ちょっと関心がございますので、

ここもお聞きしたいと思います。 

   ３点目、101ページ、８款２項１目国道287、

谷地橋４車線化同盟会負担金として７万計上

させていただいていますけれども、これは４

車線化の促進期成同盟会にあれしている７万

だけでいいのかどうか。これをお伺いしたい

と思います。 

   それから４点目、102ページ、８款２項４

目道路橋梁代のことになっていますけれども、

これは厚生委員会の中でのことですけれども、

この資料をちょっとお持ちしているんですけ

れども、舞台の橋ですか、このほかに16件の

橋の法定点検ということが書いてあるんです

けれども、16件の法定点検、これ場所がどこ

どこだったのか、それをお聞きしておきたい

と思っております。 

   以上４点、よろしくお願いします。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 89ペ

ージ、林道整備事業に関わる関連のご質問で

ありますけれども、林業につきましては、高

齢化をして林業に従事している方はごくまれ

ということで河北町もなっているわけであり

ますけれども、その中で林道につきましては

一管理組合ごとに林道を整備していただいて

いるというところになってございますが、令

和２年の７月豪雨以来、令和２年度、令和３

年度ということで林道の整備を行えなかった

時期が２年間続いていると。 

   令和４年度が３年ぶりの林道の草刈りなど

を行うことに予定はなるわけでありますけれ

ども、この２年間、林道整備を行っていない

ことに伴います、また課題があると思います。 

   そこはやはり林道維持管理組合と十分話合

いをしながら、改めて再スタートになります

令和４年度の整備に努めていくということに

なると思います。 

   林道振興審議会も町のほうでありますので、

長期的な観点でどのようにやっていくかも話

し合っていくことも必要だと思います。 

   その中で、皆さんの知恵を借りながら林道

の在り方について話し合って整備に努めてい

きたいと考えてございます。 

   戻りまして82ページ、83ページの紅花栽培

関連業務委託に関しましては、こちらは日本

農業遺産から世界農業遺産を目指していく中

で、紅花栽培ということで、こちらのほうは

谷地字月山堂に栽培する予定の委託業務にな

ってございます。ということで、月山堂のと

ころで43アールほどの栽培ということで、栽

培の計画を立てているところになります。 

   私のほうからは以上になります。 

○佐藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 101ページ、８款２項１目

道路橋梁総務費の中で国道287号谷地橋４車

線化促進期成同盟会負担金７万円でございま

す。 

   これまでかなり長い年月、そういった同盟

会を設立した中で、河北町が事務局を持って

いる中で東根市さんと一緒になってこの促進
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同盟会として国・県などのほうへ要望活動を

進めております。 

   具体的には要望活動としては、要望書の提

出のほかにも裏づけとなる、毎年交通量調査

なども実施しながら、今の実態というものを

関係する機関へ訴えながら今進んでいるとこ

ろでございます。 

   過去には町民大会ということでサハトべに

花を会場にして、何とか早期の実現というこ

とになっておりますけれども、いまだまだ、

委員ご承知のとおり県の道路中期計画の中で

も、まだ谷地橋４車線という部分での明確な

明文化もなっていないというのが実情で、ま

だまだハードルは高いところにあるのかと思

います。 

   そうした中で、やはりそういった継続した

活動こそが次につながるということもありま

すので、まずは継続して取り組むのがまず第

一だと思っております。 

   あとあわせてもう一つのご質問ですけれど

も、103ページの８款２項４目橋梁総務費の

中でありまして、今回所管の委員会のほうへ

予算状況調査の中で橋梁総務費のほうで特に

設計調査委託料901万円ほどの部分について

のご説明を申し上げております。 

   内容については橋梁の法定点検ということ

で、５年に１度法定点検を実施しなければな

らないことになっていまして、それに関わる

橋梁の箇所16か所ということであります。 

   これ、申し上げます。ちょっと長くなりま

すけれども。 

   まず最初が弥勒寺橋、あと旭町橋、あと高

北橋、あと慈雲橋、これは田中大辻のほうに

ある橋です。山王橋、新吉田橋、観音橋、こ

れは岩木弥勒寺線にある橋です。神明橋、あ

とは桜町橋、茅の下橋、これは下工沢畑線、

西部小学校のほうに抜けるところの新しい橋

になります。あと新町橋、あとは道海橋、下

野橋、熊野橋、これは高関です。戸の下橋、

これは岩根です。あと渋川橋、これは高関前

小路線にあります。 

   こうした中でサイクルを追って長寿命化に

向けた取組ということで、新年度は16橋のこ

ういった補修の法定点検ということを実施す

るものです。 

○佐藤委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 私が聞きたかったのは、まず紅花の

ことですけれども、本当に最上紅花発祥の地

として、そしてまた河北町の一番の売りにな

るはずの紅花のあれで、このあれの中で、ど

の程度新発見してくれた、それからそれをど

の程度広げていこうかというようなことを、

ちょっとお聞きしたかったです。この時間内

に何とか教えていただきたいと思います。 

   それからですね、橋、16あるということは

あれですけれども、これは年次的にどこをい

つする、こうだというようなことまではあれ

なっていますか。ただ点検して傷んでいるな

ということでやっていることかどうか、その

辺のことをお聞きしたいと思います。 

   それから谷地橋４車線化です。これちょっ

と、過去に２回ほど町民大会をやった。それ

からもう30年もたっている。しかもあれの中

で交差点というか、信号というようないろい

ろなことがございました。少なくするとか。 

   向こうというか上部機関からは、そういう

ことがあるからということで、こっちでも大

分信号を少なくしたりしているわけです。 

   その後、全然なってない。むしろこれはち

ょっと私、比較するわけじゃないですけれど

も、大江町とか河北町の外しているところの

あれが随分拡張したり工事もしているんです

けれども、随分河北町はこれが遅いな、その

割に予算的にも期成同盟会に対する７万円の

あれで、これはちょっとあまり、何ていうか

な、もっと早くやってくださいというような
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希望のあれというのは何か見えないなと思う

んです。 

   私も287の促進期成同盟会の会員であって、

前には申し上げておきましたそういうのも行

っても全然変わらないんで、７万円でそれで

決まるという問題じゃないと思うんです。町

民大会２回もやっているんですよ。30年以上

もたつんですよ。少しは、10メートルずつし

ても30年と言えば300メートルもずっとなる

はずということはないですけれども、あまり

にもちょっと、７万円の補助だけで、これで

いいのかどうかということに疑問を持つんで

すけれども、その辺ちょっとお伺いしたいと

思います。よろしくお願いします。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 紅花についてのご質問で、

多分紅花資料館の裏のハウスの件ですので、

私どもの所管のことかと思います。 

   こちらにつきましては委託ということで、

再委託になりますけれども、紅花資料館の指

定管理料の中に紅花栽培事業ということであ

ります。こちらにつきましては、紅花資料館

全体の紅花栽培ということになりますけれど

も、そのうちのハウスの部分と、あとは八景

庵の前等の栽培につきまして、また委託をし

ているということになるかと思いますけれど

も、そちらにつきましても薬剤散布のほかに

も、また別に落花生の秋作事業等を行いなが

ら連作障害を回避しているということになり

ますので、実際そちらのほうに幾らでお願い

しているかのところ、ちょっと手元にないの

であれですけれども、そのような形で大変一

生懸命やっていただいているというふうに思

います。 

   多分、こちらの紅花につきましては活性化

センターのほうの紅花になるのかなと思いま

す。 

○佐藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 まず橋梁のほうについてで

ございますけれども、まず検査をして、まず

検査の段階で、もう修繕を早急にしなければ

ならない、あるいは様々なレベルで検査の結

果をするのが今回の業務委託でございまして、

先ほど申し上げた橋梁全てそういったもので

緊急にしなければいけない橋梁というもので

はないことを、まずご理解いただきたいと思

います。あくまで結果が出た部分で早急に改

修、改良など必要なものについて、あくまで

こちらのほうとしては優先順位をつけながら

進めていると。今のところ、そういった結果

の中で舞台橋という部分が早急に修繕をしな

ければいけないという中で順位をつけながら

やっているということです。 

   引き続き、そういった部分で、これで終わ

りかという部分ではなく、優先順位をつけれ

ば早急でなくてもいずれしなければいけない

という部分のやつもストックはありますので、

そうした部分、新年度の評価なども含めなが

ら、引き続き財政計画の中で箇所づけをしな

がら、年次計画の中で進めていくという段取

りになってきます。 

   なお、これは社会資本総合交付金事業、社

総交の中でこういった橋梁の長寿命化につき

ましては重点配分枠ということで、非常に要

求に対しては手厚く配分が来るということで

ありますので、計画的に町としても進めてい

きたいという考え方です。 

   あとあわせて、国道287号の４車線化に関

わる同盟会設立から長い年月がたった中で、

なかなか先が見えない、希望が見えないとい

うことで、我々としましても、そういった思

いを強く思っています。 

   ただ、負担金としての金額を大きくすると

すばらしい効果が出るかというと、そういう

ことでもないと思うんです。あくまでも継続

して頑張って、町民の熱意、町の熱意という
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ものを関係する機関のほうへしっかりと伝え

ながら、やはりつなげなければいけないとい

うのが今のモチベーションとして頑張らなき

ゃいけない立ち位置かなと思います。 

   あくまで負担金を上げれば、何か成果がす

ぐ何か出るというというものでもないという

ことをご理解いただきたいと思います。 

○佐藤委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 そういうあれも大体分かります。今

４車線化に関しては。負担金を上げればとい

うよりも、もっと町民の、そのあれを造って、

造りかえしてもらうとか、そういう熱意を上

げるほうがよほど大事だと思うんです。 

   負担金を上げればどうでもなるなんていう

考えは、私も毛頭持ち合わせておりません。

その熱意が足りないなと思って、こうしてや

っているところです。まず４車線化に関して

は。 

   もう１本下流にかけてこうだなんていう話

も、五、六年前にありましたよね。ああいう

のあったのを、もっともっと熱意が伝わるよ

うに、町民みんなにそういう気持ちを記憶し

てもらうような方法を考えてはもらえないか

ということで、こんなことをあれしていまし

た。 

   それから、先ほど一番最初に言いました林

道整備ですけれども、これは本当に、ここ２

年間中止というかあれになっていますけれど

も、年々出てくる人が高齢化で少なくて、例

えば岩木地区でいうと、出なかったら代償金

というか、あれで3,000円なんていうことで

やっているところもございます。じゃあ

3,000円だって、もうあとは難儀するんだよ

っていうところすらさえもあるんです。これ

からのことを考えていただきたいなと思いま

す。 

   例えばですけれども、若干少々のお金を集

めても、やはり自分の持ち物をあれするため

ですから、山林といえども、そういう徴収し

て業者の方に頼んでしていくとか、そういう

ようなことは考えられないのかどうか、その

辺も前向きに考えていただきたいということ

で、こんな質問をしました。 

   橋の長寿命化です。戸の下橋とあそこは神

明橋か、あれはちょうど私のそばなので分か

りますけれども、去年までで大分補修しまし

たよね。そのほかのところが大事だから聞い

ているんです。16上がっている、これは点検

がされるからいいと思いますけれども、その

あれしたところをして、ますます強いように

補修してもらったりすることのほうが大事だ

と思っております。 

   ですから、何もしたからしなくていいなん

て言うわけではないですけれども、もっと長

寿命化に資するようなあれをしていただきた

いと思います。 

   それから紅花、これは最上紅花の一番の発

祥の地です。しかも今回、誰も考えてもみな

かった発明の地ですよ、これこそ。ハウスの

中ですけれども２回したというのは。これは

もう絶対的な売りになるような、河北町の紅

花に関することのあれでは、本当に町民みん

なが発祥の地で、今度は今までやったけれど

も初めて発見した。これはいい売りだと思い

ますよ。もっと紅花を大事にするようなこと

を考えていただきたい。 

   そのためには、やはり先ほども４車線化で

もおっしゃいましたけれども、そういうこと

を宣伝しながら、町民の方々へ、そして山寺

のあれで紅花もこの中に入っています。町民

がやはり「これは」と浮くような、そういう

ようなことを考えていただきたい。 

   もちろんそれにはお金のほうもかかるだろ

うと思いますよ。でも、これはお金じゃない。

河北町の名誉ですよ。そういうことも考えな

がら、今後していただきたい、そんな気持ち
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でおります。いかがですか、もう一回ご答弁

をお願いしたい。 

○佐藤委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 繰り返しになりますけれど

も、栽培をしていただいている団体につきま

しては大変感謝しているところでございます

し、大変一生懸命な団体でございます。引き

続き栽培のほうを頑張っていただくとともに、

私どもとしましても、紅花についてのＰＲに

励んでいきたいと考えております。 

○佐藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 橋梁についてですけれども、

町のほうで町道に現在法定点検をしなければ

ならない箇所は全部で58橋ございます。それ

を５年に１度法定点検するための予算であり

ますので、そこをご理解いただきたいと思い

ます。 

○佐藤委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 林道

整備事業に関わる林道の維持管理であります

けれども、３年ぶりの維持管理ということに

なります。それで各維持管理組合のほうと十

分話合いをしながら、令和４年度の整備に当

たっていきたいということで、確認をしなが

らやっていきたいと考えてございます。 

○佐藤委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 最後になりますけれども、林道のこ

とでもう１点だけ。この頃、土地も下落して

あれですからですけれども、山など要らねえ

という人のほうがたんといるんです。そのと

きにおいて、要らない山さ、わざわざ行って

なんぐさなんのやって、この論理がすばらし

く多い。 

   ですから逆に先ほど申し上げました、要ら

ないんだけれども、やはりあなたの持ち物。

何とかそいつをあれするためにということで、

持ち主から若干少々のお金は集めても、そう

してあれしていただきたいなというような考

えで、今こうして質疑に立っているところで

す。 

   そのことも含めて、紅花それから長寿命化、

そういうことも、まずがっちり河北町の熱意

を高めるためにも頑張って、各課の方々にも

頑張ってやっていただくということをお願い

を申し上げ、私のあれを終わります。 

○佐藤委員長 以上で８番松田收作委員の質疑を

終わります。 

   ここで委員長からお諮りします。 

   本日はこれをもって延会したいと思います。

これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。よって、本日はこれ

にて延会します。 

   明日、明後日、３月12日、13日は土曜日、

日曜日のため休会となります。 

   ３月14日午前９時までにご参集願います。 

   お疲れさまでした。 

         午後３時１４分  延 会 

 


